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※
●
…
男
性
　
●
…
女
性
　
数
字
は
年
齢
　
　（
今
回
は
匿
名
で
の
掲
載
）

遺
言
書
を
書
い
た
理
由
は
？

●

妻
か
ら「
自
分
に
全
部
譲
る
と
書
い
て
」と
言
わ
れ
て
…
　 

70
代

●

た
い
し
た
遺
産
は
無
い
の
で
す
が
、
も
め
な
い
た
め
に
準
備 

81

●
自
宅
は
売
却
し
て
良
い
、
私
は
ホ
ー
ム
に
入
る
、
墓
守
す
る
子
供
に
は
何
％
と

自
分
で
書
い
て
あ
る
。
い
ず
れ
は
、
公
証
人
に
頼
む
つ
も
り 

82

遺
言
書
を
用
意
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
？
（
年
齢
順
に
掲
載
）

●
早
い
か
な
　
66
　
●
ま
だ
若
い
　
69
　 

●
81
歳
に
な
っ
て
か
ら
公
正
証
書
を
69

●
ま
だ
早
い
、
あ
と
５
年
位
で
自
筆
で
用
意
す
る
予
定
　 

71

●
妻
に
話
し
て
お
り
、
私
の
死
後
、
し
っ
か
り
処
理
し
て
く
れ
る
と
思
う 

71

●
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
が
、
多
忙
で
中
身
を
考
え
る
ゆ
と
り
が
な
い
　 

77

●
子
供
た
ち
は
慌
て
な
く
て
も
良
い
と
言
っ
て
い
る  

77  

　
●
死
は
ま
だ
先 

78

●
一
人
息
子
に
あ
げ
る
の
で
必
要
な
い 

79

●
近
い
う
ち
に
用
意
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
書
き
方
が
不
明
な
点
も 

80

●
争
う
ほ
ど
の
財
産
も
な
く
、
仲
良
く
暮
ら
し
て
お
り
、
揉
め
る
こ
と
は
無
い
と

信
じ
て
い
る
　
80
　
●
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
未
だ
書
い
て
い
ま
せ
ん
　 

80

●

必
要
性
は
承
知
し
て
い
る
が
、
書
い
て
か
ら
検
認
と
か
、
い
ろ
い
ろ
面
倒
く
さ

い
感
じ
で
進
ん
で
い
な
い
　
82 

●
目
下
、
書
式
を
見
て
検
討
中
　
84

●

体
が
不
自
由
に
な
っ
た
ら
考
え
る
。
財
産
無
し
。
子
も
独
立
、
争
い
小 

89

●
用
意
し
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
る
　
89 

●
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
　
89

●
も
う
少
し
先
で
良
い
と
思
う
　
68 

●
争
う
こ
と
は
無
い
と
思
っ
て
い
る
　
68

●
財
産
も
無
く
、
子
が
一
人
な
の
で
。
延
命
治
療
は
拒
否
と
夫
婦
で
書
き
、
子
に

託
し
て
い
ま
す
。
葬
儀
は
家
族
葬
で
と
書
面
に
書
い
て
あ
り
ま
す 

72

●
気
に
は
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
と
ま
ら
な
い
。
ま
だ
先
の
よ
う
な
気
持
ち 

73

●
遺
言
書
に
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
遺
言
箱
を
作
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
年
金

手
帳
、
通
帳
、
印
鑑
、
写
真
等
を
入
れ
て
、
子
供
達
に
置
き
場
所
を
教
え
て
い
ま
す
。

必
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
手
に
付
か
な
い
　 

75

●
近
々
用
意
す
る
つ
も
り
。
誰
に
何
を
遺
言
す
る
か
思
案
中
　 

75

●
自
分
史
に
書
き
入
れ
る
予
定（
子
１
人
、
孫
１
人
、
揉
め
事
の
心
配
は
な
い
）75

●

親
と
同
居
し
て
大
な
り
小
な
り
苦
労
を
か
け
て
い
る
の
で
長
男
へ
と
、
次
男
、

三
男
に
は
言
っ
て
い
る
　 

76

●
子
供
た
ち
の
意
向
も
汲
み
切
れ
て
い
な
い
。
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
事
例
研

究
会
で
も
あ
れ
ば
、
参
加
し
て
み
た
い
　
77
　
　 

●
考
え
中
　
77

●
長
男
は
家
を
継
ぐ
、
次
男
三
男
は
土
地
を
や
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
二
人
共
家

を
建
て
て
い
ま
す
　 

78

●
何
を
書
い
た
ら
良
い
か
、
ま
だ
早
い
か
な
と
、
ノ
ー
ト
は
用
意
し
て
い
る 

78

●
以
前
に
用
意
し
た
が
、
状
況
が
変
わ
っ
た
の
で
思
案
中
　 

78

●
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
し
、
実
感
が
な
く
、
そ
ろ
そ
ろ
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
夫

婦
で
話
し
て
い
ま
す
　
79
　 

●
一
人
っ
子
だ
か
ら
　
79
　
●
何
も
無
い
の
で
　
79

●
中
々
、
書
き
出
せ
な
い
　
81
　
●
頭
の
痛
い
問
題
。
資
産
は
住
ん
で
い
る
所
有

地
だ
け
。
い
ず
れ
介
護
ホ
ー
ム
の
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
が
、
そ

の
資
金
源
は
今
の
土
地
な
の
で
、
遺
言
書
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
。
入
院
費
と
か
葬

儀
費
と
か
、
あ
の
世
行
き
が
近
く
な
っ
た
の
で
真
剣
に
考
え
る
時
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
認
知
力
も
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
　
82
　
●
の
ん
き
で
困
り
ま
す
　 

82

●
近
々
中
に
書
く
つ
も
り
。
資
産
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
達
が
仲
良
く

生
き
て
行
か
れ
れ
ば
と
思
い
、
母
の
気
持
ち
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す 

82

●
必
要
性
は
感
じ
る
が
、
ま
だ
整
理
が
付
か
な
い
、
で
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
う
　 

84

●
残
さ
れ
た
人
の
考
え
で
処
理
を
　
86
　
●
必
要
と
思
う
が
、
考
え
ら
れ
な
い 

87

遺
言
書

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
お
盆
休
み
は
家
族
の
こ

と
、
こ
れ
か
ら
の
相
続
の

こ
と
を
考
え
る
良
い
機
会
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
遺
言

書
を
用
意
し
て
い
る
方
の

割
合
が
男
性
で
23
％
と
、

け
っ
こ
う
高
め
の
数
値
と

な
り
ま
し
た
。
男
性
は
自

筆
証
書
遺
言
と
い
う
方
が

85
％
、
女
性
は
逆
に
公
正

証
書
遺
言
の
方
が
多
い
と

い
う
結
果
。
遺
言
書
を
用

意
し
て
い
な
い
方
で
も
、

男
女
共
に
６
割
以
上
の
方

が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
結
果
で
し
た
。

アンケート実施日
　2019年2月　
回答数　128人

遺言書を用意されていますか？

遺言の種類は何ですか？

用意されていない理由は？

6666％％
必要性を必要性を

感じているが…感じているが…

6060％％
必要性を必要性を

感じているが…感じているが…

2323％％
用意している用意している

1111％％
用意している用意している

8989％％
用意していない用意していない

7777％％
用意していない用意していない

8585％％
自筆証書遺言自筆証書遺言

3333％％
自筆証書遺言自筆証書遺言

6767％％
公正証書遺言公正証書遺言

1515％％
公正証書遺言公正証書遺言

男性女性

男性女性

Ｑ 遺言書があると、相続はどう変わりますか？
相続の方法は、遺言書があるか無いかで大きく変わります。
●遺言書がある場合…書かれていることが、遺産を分ける時に何よ

り優先されます。法定相続人が遺産分割を行う際の目安となります。

（※ただし、「遺留分」への配慮が必要となります）
●遺言書がない場合…法定相続人が話し合って、決めることになり

ます（遺産分割協議）。よって意見が一致せず、もめることがあります。

Ｑ 遺言書によって、どんなことが可能になるのですか？
財産の分け方を書いておくことで、渡したい人に法定相続分を上回

る割合で財産を譲ることができます。たとえば、年金暮らしの伴侶

や障がいを持つ子どもなど、今後の生活に不安のある家族に手厚く

相続させることができます。また、介護でお世話になった嫁など、

法定相続人以外の方に財産を遺すことも可能となります。

Ｑ 遺言が特に必要な方とは、どういった方ですか？
・妻に遺産を全て渡したいという方（暮らしに困らないように…）

・認知症の家族がいる方（仮に妻が認知症だと遺産分割協議は行えず、  

  妻に後見人を付ける必要があります。遺言書があれば協議は不要に）

・同居している長男に遺産を全て渡したい方（家を支えてきたから）

・家族で事業を営んでいる方（長男に事業を継いでもらいたい）

・息子の嫁にも遺産を渡したい方（介護で世話に）

・介護が必要な家族がいる方（条件付きでの遺贈）

・死後のペットの世話が心配な方（条件付きでの遺贈）

・子供のいない夫婦（配偶者に全て渡したい）

・相続人がたくさんいる方（再婚している）

・法定相続人以外に遺産を渡したい方（お世話になった団体や人へ）

女性 男性

3434％％
必要性を必要性を

感じない感じない

4040％％
必要性を必要性を

感じない感じない
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　「
泊
ま
り
は
難
し
い
け
ど
、

美
味
し
い
物
を
食
べ
る
贅
沢

は
楽
し
み
た
い
！
」
と
い
っ

た
ご
要
望
を
お
持
ち
の
ご
年

配
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の

が
、
伊
達
家
の
邸
宅
で
あ
っ

た
鍾
景
閣
で
の
御
食
事
。
昭

和
22
年
に
昭
和
天
皇
が
御

泊
所
と
さ
れ
、
平
成
９
年
に

は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御

休
憩
座
所
と
も
な
っ
た
建
物
。

職
人
の
技
と
選
り
す
ぐ
り
の

食
材
に
よ
る
伝
統
の『
仙
台
箪

笥
料
理
』や
コ
ー
ス
料
理
等
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
味
の
金
魂
グ
ル
ー

プ
で
は
、
法
事
・
法
要
の
折

詰
料
理
も
人
気
と
な
っ
て
い

て
、
配
達
も
し
て
く
れ
ま
す
。

昭
和
天
皇
が
宿
泊
さ
れ
た
建
物
で
御
食
事
を

集
い
の
席
、
敬
老
祝
い
、
ご
法
事
等
に

仙
台
箪
笥
料
理
　
旧
伊
達
伯
爵
邸
　
鍾し

ょ
う
け
い
か
く

景
閣

特別な一食

写真の『伊達膳』は写真の『伊達膳』は
お一人様お一人様6,9306,930円円

（税込）〜（税込）〜。３日前。３日前
までに、ご予約くまでに、ご予約く
ださい。ださい。

ハンドル型
電動車いす
Ｓ637
スマートパル

お気軽に
お問合せ
ください。

0120-55-2604
フランスベッド販売株式会社

仙台市宮城野区岩切分台 2-12-12

無料出張試乗 承り中
※ピンク色もございます。

試乗車をご自宅までお持ちして、お試しいただけます。

三
輪
自
転
車
の
軽
快
さ
と

電
動
車
い
す
の
機
能
を
ひ
と
つ
に

仙
台
三
越
で
相
続
サ
ロ
ン
開
催
中

相
談
発
生
し
て
い
る
方

60
分
相
談
無
料

☎
０
２
２（
７
９
６
）５
８
０
５

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

相
談
者
　
母
が
闘
病
の
末
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。
相
続
人
は
父

と
私
の
二
人
で
す
。
母
は
生
命

保
険
を
複
数
加
入
し
て
い
ま
し

た
。
死
亡
保
険
金
に
税
金
は
か

か
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

佐
藤
　
契
約
者
が
母
、
被
保
険

者
が
母
、
受
取
人
が
父
で
あ
る

と
き
は
、
相
続
税
の
課
税
が
相

続
人
１
人
５
０
０
万
円
ま
で
非

課
税
枠
が
使
え
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
契
約
者:

母
だ
っ
た
と
し

て
も
、
保
険
料
の
支
払
い
を
父

が
行
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
受

取
人
に
対
し
て
所
得
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

相
談
者
　
契
約
者
に
か
か
わ
ら

ず
保
険
料
負
担
者
と
受
取
人

と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
税
金

の
種
類
が
異
な
る
の
で
す
ね
。

母
の
加
入
し
て
い
た
保
険
料

の
負
担
は
、
ど
の
よ
う
に
調

べ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
毎
年
９
月
頃
に
届
く
保

険
契
約
の
ご
案
内
を
確
認
す
る

と
良
い
で
す
。
こ
こ
に
は
、
保

険
料
引
落
口
座
や
保
険
料
の
支

払
い
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
険
料
が
月
払
い
や
年
払

い
で
あ
れ
ば
、
通
帳
の
履
歴
を

確
認
し
ま
す
。
該
当
す
る
保
険

料
の
引
落
が
誰
の
口
座
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

一
時
払
い
の
と
き
は
、
契
約
年

月
日
に
近
し
い
日
付
で
預
金
の

払
い
出
し
が
誰
の
口
座
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

相
談
者
　
保
険
契
約
の
内
容
と

預
金
の
過
去
履
歴
の
確
認
が

必
要
な
の
で
す
ね
。
昔
の
通

帳
が
な
い
の
で
す
が
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
預
金
の
履
歴
は
、
10
年

分
は
銀
行
に
履
歴
の
開
示
請
求
を

活終
通信
第37回

代
表
税
理
士

行
政
書
士

（
　　　　　　　  

）

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
　　佐
藤
智
春

す
れ
ば
取
得
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

開
示
請
求
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

相
談
者
　
昔
の
通
帳
は
大
切
な

の
で
す
ね
。
私
の
と
き
は
、
保

存
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

佐
藤
　
保
険
金
の
情
報
は
、
保

険
会
社
か
ら
税
務
署
に
通
知
が

い
き
ま
す
。
課
税
漏
れ
を
指
摘

さ
れ
や
す
い
の
で
、
正
確
な
判

断
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し

た
調
査
が
必
要
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
の
調

査
か
ら
承
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

亡
き
母
の
生
命
保
険
に
つ
い
て

 

和
や
か
に
、
瞳
を
輝
か
せ
て

「
読
者
の
つ
ど
い
」、
久
々
の
開
催

６
月
30
日
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台
に
て

トピックス

　
ど
ん
な
投
稿
者
や
愛
読
者

の
皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
れ

る
の
か
、
ワ
ク
ワ
ク
。
初
対

面
も
あ
っ
て
、
胸
い
っ
ぱ
い

の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　「
絵
手
紙
の
投
稿
者
の
阿

部
弘
さ
ん
の
フ
ァ
ン
。
ど
ん

な
方
か
と
空
想
し
て
い
ま

す
」
と
言
っ
て
い
た
柏
崎
英

子
さ
ん
は
、
夢
の
対
面
が
実

現
。
長
谷
川
登
美
さ
ん
は
、

45
日
間
で
書
き
上
げ
る
と
い

う
18
㍍
の
絵
手
紙
を
持
参
。

そ
れ
を
見
て「
私
も
真
似
し

た
い
」
と
山
田
和
子
さ
ん
と

阿
部
弘
さ
ん
。
児
玉
悟
さ
ん

か
ら
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
の『
し

あ
わ
せ
ク
ー
ル
飴
』（
成
分

は
チ
ャ
バ
シ
ラ
タ
ツ
ン

4

4

4

4

4

4

4

4

酸
、

ナ
カ
マ
デ
キ
シ
ン
Ｓ

4

4

4

4

4

4

4

4

）
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
終
了
後
、
近
く

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ボ
チ
ュ
ー
さ

ん
へ
足
を
運
び
、
素
敵
な
作

品
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
ま

し
た
。
次
回
は
９
月
29
日
、

同
じ
場
所
で
開
催
予
定
。
皆

さ
ん
も
遊
び
に
、
ど
う
ぞ
！

　
コ
メ
ン
ト
一
部
抜
粋
。「
皆
さ
ん

の
絵
手
紙
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
」（
保
志
豊
さ
ん
）、「
川
柳

は
心
を
潤
し
ま
す
ね
」（
佐
佐
木
脩

さ
ん
）、「
初
投
句
が
入
選
し
ま
し
た
」

（
阿
部
良
一
さ
ん
）、「
町
内
に
た
く

さ
ん
配
っ
て
い
ま
す
」（
阿
部
弘
さ

ん
）、「
取
材
で
８
年
前
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」（
橋
本
惠
子
さ
ん
）、

「
法
楽
寺
の
住
職
の
連
載
か
ら
愛
読
」

（
新
沼
千
恵
子
さ
ん
）、「
ボ
ケ
な
い

よ
う
手
紙
を
投
稿
し
て
い
ま
す
」（
村

上
一
枝
さ
ん
）、「
皆
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
私
の
趣
味
は
ま
だ
ま
だ
か
な
と

…
」（
飛
田
秀
雄
さ
ん
）、「
知
っ
て

い
る
人
が
大
分
い
て
、
来
て
良
か
っ

た
」（
加
茂
昭
六
郎
さ
ん
）、「
多
趣

味
で
し
た
が
、今
は
川
柳
だ
け
」（
山

田
和
子
さ
ん
）、「
い
ろ
ん
な
き
っ
か

け
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
感
謝
」（
小

磯
清
光
さ
ん
）、「
ス
マ
ノ
さ
ん
と
同

じ
職
場
だ
っ
た
か
も
」（
長
谷
川
登

美
さ
ん
） 

←
確
認
し
た
ら
大
正
解
！

長谷川さんの描いた18メートルもある巻き紙の絵手紙に皆さん感激長谷川さんの描いた18メートルもある巻き紙の絵手紙に皆さん感激

自己紹介や質問などをしながら楽しい時間を満喫自己紹介や質問などをしながら楽しい時間を満喫

（敬称略）（敬称略）　　奥左から奥左から  発起人の鶴亜佐雄・飛田秀雄・加茂昭六郎・斉藤初子・  発起人の鶴亜佐雄・飛田秀雄・加茂昭六郎・斉藤初子・
佐佐木脩・新沼千恵子・阿部  弘・児玉  悟・保志  豊・阿部良一・橋本惠子佐佐木脩・新沼千恵子・阿部  弘・児玉  悟・保志  豊・阿部良一・橋本惠子
手前左から手前左から　　山田和子・佐藤ツネ子・千葉編集長・長谷川登美・村上一枝・柏崎英子山田和子・佐藤ツネ子・千葉編集長・長谷川登美・村上一枝・柏崎英子

太白区茂庭字人来田西143-3
　 0120-085-077（鍾景閣）
https://shoukeikaku.jp

※折詰料理のご相談は下記へ
　 0120-014-099（弦月庵）

内容が変更になることがございます。内容が変更になることがございます。



令和 5年 8月号

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
愛
読
者
の
集
い

　
９
月
29
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
会
費
／
８
０
０
円（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

※
読
者
の
交
流
を
楽
し
む
会
。
ど
な
た

で
も
参
加
可
。
定
員
約
30
人
。
終
了
後
、

ラ
ン
チ
談
話
会（
弁
当
等
は
各
自
持
参
）

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
情
報         

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て
５
回
程

度
実
施
。
参
加
希
望
の
方
は
開
催
日
を

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物
等

は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

　
場
所
…
仙
台
市
西
部
の
里
山

　
  

東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

第
一
木
曜
ウ
オ
ー
ク（
広
瀬
川
・
青
葉
城
コ
ー
ス
） 

10
㎞  

 

８
月
３
日（
木
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
歩
楽
人
仙
台
駅
東
口
店

　 

参
加
費
…
２
０
０
円

　 

ゴ
ー
ル
…
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
前
12
時

　

 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

（3）

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会
　

　
８
月
27
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

　

 

太
陽
の
会
・
仙
台

☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０

水
彩
画
サ
ー
ク
ル
仙
彩
会
　
作
品
展

　
８
月
29
日（
火
）
〜
９
月
３
日（
日
）

　
会
場
／
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　
※
入
場
無
料
。
四
季
折
々
の
風
景
に

　
心
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。。

☎
０
９
０（
４
８
８
８
）６
５
１
４（
後
藤
）

未
来
の
自
分
へ
出
来
る
事

安
心
へ
の
ヒ
ン
ト

　
９
月
15
日（
金
）10
時
〜
11
時
15
分

　
会
場
／
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台

※
参
加
無
料
。
定
員
20
人（
先
着
順
・
要
予
約
）

　
関
連
記
事
を
８
面
に
掲
載

　
　   

一
般
社
団
法
人
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

☎
０
２
２
４（
８
６
）４
２
３
４

台
原
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
説
明
会

　
９
月
17
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

　
会
場
／
台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
見
学
無
料（
筆
記
用
具
持
参
）

　
※
初
心
者
用
演
技
・
模
範
演
技

　
　
会
の
活
動
は
月
４
回
・
講
師
指
導

☎
０
２
２（
２
５
１
）５
４
７
１（
古
田
）

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

カ
ラ
オ
ケ  

い
ち
え
の
会

　
８
月
１
日（
火
）12
時
30
分
集
合

　
会
場
／
カ
ラ
オ
ケ
館 

一
番
町
本
店

　
参
加
費
／
５
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

　
参
加
者
募
集
中（
要
申
込
み
）

　
開
催
日
／
第
１
・
３
火
曜
日

 

　
　 

い
ち
え
の
会
・
関
本
副
会
長

☎
０
９
０（
２
０
２
９
）３
２
６
９

人
生
１
０
０
年
時
代
、
今
か
ら
始
め
る

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
教
室

　
８
月
４
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
会
費
／
７
０
０
円（
会
員
４
０
０
円
）

　
　 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
８
月
12
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
講
師
／
小
泉
知
加
子
氏

　
参
加
費
／
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

同 

13
時
30
分
〜
15
時

（
会
場
＆
講
師
＆
参
加
費
等
は
同
じ
）

　
　 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

仙
台
七
夕
ウ
オ
ー
ク 

10
㎞  

８
月
６
日（
日
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
八
乙
女
駅
前（
地
下
鉄
南
北
線
）

　 

参
加
費
／
２
０
０
円（
保
険
料
込
）  

 　

 

宮
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

☎
０
９
０（
７
６
６
２
）８
４
４
３

や
ま
も
と
ひ
ま
わ
り
祭
り
散
策
ウ
オ
ー
ク 

７
㎞  

 

８
月
10
日（
木
）     

集
合 

９
時
　
　

　 

集
合
場
所
…
坂
元
駅
前（
JR
常
磐
線
）

　
　
　
　
　
　（
仙
台
駅
を
８
時
12
分
発
）

　 

参
加
費
…
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

　 

ゴ
ー
ル
…
山
下
駅
前（
JR
常
磐
線
）12
時

　

 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

里
山
ウ
オ
ー
ク（
県
民
の
森
散
策
）10
㎞  

８
月
10
日（
木
）     

集
合 

９
時
40
分

　 

集
合
場
所
…
県
民
の
森
・
中
央
記
念
館

　 

参
加
費
…
２
０
０
円（
保
険
料
込
）

    

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

木
曜
ウ
オ
ー
ク（
広
瀬
川
・
薬
師
寺
コ
ー
ス
） 

11
㎞  

８
月
17
日（
木
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
歩
楽
人
仙
台
駅
東
口
店

　 

参
加
費
／
２
０
０
円（
保
険
料
込
）  

  

　
　

歩
楽
人
　
仙
台
駅
東
口
店

☎
０
２
２（
２
９
６
）４
１
９
２

介
護
講
座
　
　
　
　          

▼
介
護
１
日
講
座

『
入
浴
時
の
環
境
調
整
と
観
察
』

『
本
人
・
介
護
者
に
負
担
の
少
な
い
着
脱
介
助
』

　
８
月
３
日（
木
）10
時
〜
15
時

料
金
…

受
講
料
無
料

会
場
…
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
…
市
民
（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

  

　   

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
７
１
１

傾
聴
サ
ロ
ン

傾
聴
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

　
８
月
５
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
　

　
※
参
加
無
料（
要
予
約
）

    

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

仙
台
傾
聴
の
会

☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

傾
聴
茶
話
会

傾
聴
茶
話
会
　
　
　

　
　
　   
   

　
８
月
12
日（
土
）13
時
30
〜
14
時
30
分

　
　
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　「
遺
言
書
を
撤
回
す
る
」と
明
示
的
に

記
載
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
定
の

場
合
に
は
、
遺
言
者
が
遺
言
を
撤
回
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

遺
言
の
全
部
・
一
部
の
撤
回
・
変
更
（
そ
の
２
）

　
今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
合
同
公
証
人
役
場
　
公
証
人
　
小
沢
正
明

　
例
え
ば
、「
自
宅
の
土
地
と

建
物
を
長
男
に
相
続
さ
せ
る
」

と
い
う
遺
言
を
残
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
後
で
、「
自

宅
の
土
地
と
建
物
を
二
男
に

相
続
さ
せ
る
」と
い
う
遺
言
を

残
し
た
場
合
に
は
、
撤
回
す
る

と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
前

の
長
男
に
自
宅
の
土
地
と
建

物
を
相
続
さ
せ
る
と
い
う
内

容
の
遺
言
は
撤
回
さ
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
②
遺
言
者
が
遺
言
を

残
し
た
後
に
、
そ
の
遺
言
の
内

容
と
矛
盾
す
る
法
律
行
為
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
遺
言
中

の
矛
盾
す
る
部
分
が
撤
回
さ

れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

の
場
合
に
は
、
遺
言
者
が
遺

言
を
撤
回
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
①
遺
言
者
が
一
度

遺
言
を
残
し
た
後
、
さ
ら
に

別
の
遺
言
を
残
し
た
場
合
に

お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
遺
言

に
矛
盾
す
る
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
に
は
，
後
の
遺

言
が
優
先
さ
れ
、
前
の
遺
言

は
後
の
遺
言
に
よ
り
撤
回
さ

れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
２
月
号
で
、

遺
言
者
は
、
一
度

有
効
な
遺
言
書
を
作
っ
た
後

で
も
、
生
前
に
、
い
つ
で
も
、

何
ら
特
別
な
理
由
が
な
く
と

も
、
自
由
に
そ
の
全
部
又
は

一
部
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
実
は
、「
遺

言
書
を
撤
回
す
る
」と
は
っ
き

り
と
書
か
な
く
て
も
、
一
定

　
例
え
ば
、「
自
宅
の
土
地
と

建
物
を
長
男
に
相
続
さ
せ
る
」

と
い
う
遺
言
を
残
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
生
前
に
そ

の
自
宅
と
建
物
を
第
三
者
に

売
却
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
長
男
に
自
宅
の
土
地
と

建
物
を
相
続
さ
せ
る
と
い
う

内
容
の
遺
言
は
撤
回
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
遺
言

を
撤
回
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ

れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
遺
言
が
撤
回
さ
れ
た
と

み
な
さ
れ
る
場
合
、
ど
の

範
囲
の
遺
言
が
撤
回
さ
れ

る
の
か
不
明
確
に
な
っ
た

り
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
み
な

し
撤
回
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
る
の
か
ど
う
か
判
断
す
る
の

が
難
し
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
相
続
発
生
後
の

争
い
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
、
基

本
的
に
は
、「
遺
言
を
撤
回
す

る
」と
は
っ
き
り
と
宣
言
し
て
、

遺
言
を
撤
回
す
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

Ａ Ｑ

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ
（遺言・任意後見契約・その他）

仙台合同公証人役場
仙台市青葉区二日町 16-15　プライムゲート晩翠通 ２階

☎（221）6031　公証人　菅野俊明

☎（266）8398　公証人　鈴木陽一

☎（261）0377　公証人　金沢和憲

☎（222）8105　公証人　小沢正明

空家空家
● 空き家になって困っている（自宅・実家）。
● 古家、老朽アパートの空室対策、活用法。
● 自宅を貸したい、駐車場などで活用したい。
● 終活として、税金や相続に備えておきたい。
● どこに相談すればいいのか、分からない。ご相談によって富動産へ

一般社団法人  仙台空き家・空き地相談支援センター

℡022-357-0410 青葉区中央2-2-10　仙都会館ビル５Ｆ

み 　ん　 な ま　　よ　 い　なく ※ご予約をお待ち
　しております。

営業時間
9：00～20：00

●●
●

■
野村證券イオン

アエルN

アーケード

青葉通

ドコモ
●

●

仙都会館
パルコ

相談無料 （面談にて、解決まで何度でも）
空室・空地の空室・空地の相談窓口

このようなことで、お悩みではないですか？このようなことで、お悩みではないですか？

金融機関や不動
産業界での豊富
な経験も活かし
て、ご相談に対応
いたします。

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅

　
※
参
加
無
料（
予
約
不
要
）

    

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

仙
台
傾
聴
の
会

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

会
員
募
集
コ
ー
ナ
ー
　

水
彩
画
サ
ー
ク
ル『
仙
彩
会
』

　
第
２
・
４
金
曜
日   

10
時
〜
12
時

　
会
場
／
鹿
野
会
館（
太
白
区
門
前
町
）

問  

☎
０
９
０（
４
８
８
８
）６
５
１
４（
後
藤
）

 

演
出
者
募
集

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
れ
愛
の
つ
ど
い

　
11
月
10
日（
金
）・
11
日（
土
）

　
会
場
／
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

☎
０
９
０（
２
８
８
９
）７
４
７
４（
小
磯
） 



令和 5年 8月号 （4）

30
年
を
想
う

髙
橋
ス
マ
ノ
96
　
青
葉
区
落
合

　
長
女
が
召
さ
れ
て
か
ら
30

年
。
幼
い
子
二
人
を
残
し
て
38

歳
で
し
た
。
血
小
板
減
少
と
な

り
99
％
助
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
、

１
％
に
望
み
を
か
け
た
の
で
す
。

　
仕
事
を
し
て
い
る
頃
は
思
い

出
す
こ
と
も
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
年
に
な
る
と
多
く

な
り
ま
す
。
孫
達
が
枕
元
で
千

羽
鶴
を
折
り
な
が
ら「
お
母
ち
ゃ

ん
早
く
治
っ
て
、
お
家
に
帰
っ

て
来
て
ネ
」と
話
し
て
い
る
姿
、

一
時
意
識
が
無
く
な
っ
た
時
、

「
お
母
ち
ゃ
ん
」と
泣
き
な
が
ら

す
が
り
つ
い
て
い
る
姿
。
医
師

か
ら
食
べ
た
い
も
の
は
何
で
も

良
い
と
言
わ
れ
、
探
し
て
は
食

べ
さ
せ「
美
味
し
い
ネ
」と
喜
ぶ

顔
を
見
て
安
心
す
る
も
、
５
分

も
せ
ず
に
吐
い
て
し
ま
い
…
。

悲
し
い
毎
日
で
し
た
が
、
明
る

い
顔
を
し
て
い
る
私
で
し
た
。

　
意
識
が
無
く
な
っ
て
３
日
目

の
朝
５
時
に
鳴
っ
た
電
話
。
受

け
取
る
と「
お
母
ち
ゃ
ん
私
よ
、

め
ぐ
み
、
夢
見
て
い
た
の
」と
。

慌
て
て
孫
を
起
こ
し
、
八
木
山

の
病
院
に
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

「
黒
い
馬
の
引
く
馬
車
が
私
を
乗

せ
て
崖
か
ら
突
き
落
と
そ
う
と

す
る
の
を
、
白
い
馬
の
馬
車
に

白
い
衣
を
着
た
人
が
追
い
払
っ

て
く
れ
た
の
。
そ
の
時
、
目
が

覚
め
た
の
」と
。
そ
れ
か
ら
調
子

が
好
く
、
車
椅
子
で
病
院
の
中

を
見
た
り
、
奇
跡
が
起
き
た
か

と
思
い
ま
し
た
。
１
週
間
ほ
ど

続
き
ま
し
た
が
、
急
に
高
熱
が

出
て
昏
睡
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
二
人
天
国
で
、「
バ
ァ

ち
ゃ
ん
、
ず
い
ぶ
ん
長
生
き
す

る
ネ
。
７
月
号
の
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ

ト
に
健
康
長
寿
の
秘
訣
を
聞
か

れ
、
写
真
が
載
っ
て
い
た
よ
」と

話
し
合
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
ネ
。

益
々
、
ス
マ
ノ
さ
ん
を
尊
敬

齋
藤
恵
美
子
69
　
若
林
区
今
泉

　
７
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
て
い

た
の
は
、
ス
マ
ノ
さ
ん
。
毎
月

作
品
を
提
出
で
き
る
パ
ワ
ー
が

す
ご
い
。
絵
も
サ
ラ
ッ
と
描
い

て
い
る
よ
う
。
文
書
も
ス
ラ
ス

ラ
、
戦
争
体
験
を
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
表
現
。
一
体
ど
ん
な

ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
な
の
と
、
何

時
も
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
独
立
、
夫
は
３

年
前
に
逝
き
、
見
え
て
き
た
70

代
に
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
た
り
、

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
た
り
。
こ

ん
な
ん
で
は
い
か
ん
で
す
ね
。

や
り
た
い
事
を
自
分
で
見
つ
け

て
、
自
分
の
意
思
で
や
る
、
根

性
で
。
60
代
〜
80
代
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
、
し
っ
か
り
読
み

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に

投
稿
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の

方
が
自
分
よ
り
先
輩
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性

に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
私
も
か

く
あ
り
た
い
と
、
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
。

真
夏
の
夜
の
夢 

南
　
雅
子
84
　
太
白
区
八
本
松

　
６
月
30
日
、
郵
便
受
け
に
メ

モ
付
で
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
７
月

号
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
見
る

と
私
の
年
齢
が
１
歳
若
く
な
っ

て
い
る
。
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
下

さ
っ
た
方
に
御
礼
の
電
話
を
し
、

暑
さ
の
せ
い
か
年
齢
を
若
く
書

い
て
出
し
て
し
ま
っ
た
み
た
い
、

ウ
フ
フ
…
と
、
今
日（
７
月
４
日
）

ま
で
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ハ
ガ
キ
に
５
句
書
い
て
郵
便

局
へ
出
し
に
行
く
前
、
な
ぜ
か

足
が
八
本
松
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
。

在
庫
少
々
の
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
号
が
あ
り
、
な
ん
と
ス
マ

ノ
さ
ん
の
表
紙
！
何
か
お
か
し

い
ぞ
！
　
頭
は
ク
ル
ク
ル
…
。

メ
モ
付
の
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
を

良
く
見
る
と
、
昨
年
の
７
月
号
。

古
い
課
題
で
投
句
は
作
る
し
、

何
と
も
感
じ
な
い
で
…
。
仏
壇

に
お
供
え
し
て
い
た
の
で
、
仏

様
が
助
け
て
く
れ
た
の
か
な
…
。

気
づ
か
な
い
方
が
そ
れ
な
り
に

平
和
だ
っ
た
？
と
思
う
一
日
。

注
意
散
漫
の
自
分
に
、
一
喝
！

愛
読
者
の
集
い
で
若
返
る

長
谷
川
登
美
74
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
友
と
の
間
で
は
、
身
体
の
不

調
の
話
が
増
え
て
き
て
、
否
応

な
く
高
齢
を
意
識
し
ま
す
。
そ

ん
な
時
は「
ド
キ
ド
キ
感
こ
そ
若

返
り
の
秘
訣
」と
言
い
聞
か
せ
、

何
で
も
ト
ラ
イ
す
る
私
で
す
。

　
６
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た「
シ

ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
愛
読
者
の
つ
ど

い
」
へ
の
参
加
も
、
ド
キ
ド
キ

感
一
杯
で
し
た
。
ち
ば
編
集
長

に
お
会
い
し
た
い
。
愛
読
者
と

言
わ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な

方
達
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ

た
だ
け
で
堪
ら
な
く
な
り
ま
す
。

近
所
に
住
む
村
上
一
枝
さ
ん
と

ご
一
緒
出
来
た
こ
と
も
、
幸
せ

で
し
た
。
新
た
に
扉
が
開
く
予

感
に
誘
わ
れ
て
、
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
編
集
長
を
中
心
と

し
、
集
っ
た
20
名
ほ
ど
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
シ
ル
バ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し

た
。
編
集
長
の「
届
く
３
５
０
通

の
エ
ッ
セ
ー
、
絵
手
紙
、
川
柳

が
宝
物
」の
言
葉
は
最
高
の
激
励

で
し
た
。
映
像
を
観
な
が
ら
、

１
万
部
で
ス
タ
ー
ト
し
た
創
刊

号
の
こ
と
、
廃
刊
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
３
万
５
０
０
０
部
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
27
年
の
歴

史
に
感
動
で
す
。

　
愛
読
者
の
集
い
に
参
加
し
、

す
っ
か
り
若
返
り
ま
し
た
。
沢

山
の
人
達
を
元
気
に
し
、
夢
を

与
え
る
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の

益
々
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
、

私
も
書
き
続
け
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

油
断
大
敵
　

ジ
ミ
ー
狩
野（
牧
男
）83
　
カ
ナ
ダ

　
歯
を
根
本
か
ら
ポ
ッ
キ
リ

折
っ
て
し
ま
っ
た
。
歯
は
丈
夫

で
、
一
本
も
欠
け
ず
全
部
揃
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
骨
付
き

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
チ
キ
ン
を
思

い
っ
き
り
噛
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
カ
ナ
ダ
で
の
歯
の
治
療
費
は

目
の
玉
が
飛
び
出
る
ほ
ど
高
額
。

訪
日
し
て
日
本
で
治
療
し
た
方

が
安
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
飛

行
機
代
を
払
っ
て
も
だ
。
恐
る

恐
る
治
療
費
の
予
算
を
尋
ね
て

み
た
。
な
ん
と
諸
経
費
を
含
み
、

入
れ
歯
が
一
本
で
６
千
ド
ル（
約

65
万
円
）ぐ
ら
い
と
の
こ
と
。
ち

な
み
に
、
ワ
イ
フ
は
総
入
れ
歯

だ
っ
た
の
を
全
部
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
に
し
た
ば
か
り
。
請
求
書
は

合
計
で
２
万
ド
ル(

約
２
１
８
万

円)

を
超
え
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
で

は
65
歳
以
上
医
療
費
や
薬
代
が

無
料
な
の
に
、
歯
だ
け
は
保
険

が
効
か
な
い
。
歯
の
治
療
は
全

額
個
人
負
担
な
の
だ
。

　
２
日
後
に「
父
の
日
」が
控
え

て
い
た
が
、
予
定
は
全
部
キ
ャ

ン
セ
ル
。
何
も
食
べ
ら
れ
な
い

か
ら
。
あ
ま
り
に
も
高
価
な
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
チ
キ
ン
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。「
油
断
大
敵
」と
は
こ

の
こ
と
か
。

突
然
、
孫
の
母
親
代
わ
り
に

後
藤
し
づ
子
73
　
宮
城
野
区
田
子

　
東
京
に
住
む
嫁
が
外
国
へ
赴

任
す
る
こ
と
に
な
り
、
孫
二
人

（
４
歳
と
２
才
半
の
男
児
）の
母

親
代
わ
り
を
息
子
か
ら
依
頼
さ

れ
ま
し
た
。「
車
と
住
宅
の
手
配

が
済
め
ば
、
最
速
３
週
間
で
子

供
た
ち
を
迎
え
に
来
る
か
ら
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
朝
食
は
息
子
が
作
り
、

見
て
覚
え
て
私
が
作
り
、
夕
食

は
孫
達
が
好
き
な
物
を
日
替
わ

り
で
準
備
。
下
の
子
が
シ
ャ

ワ
ー
を
嫌
が
り
、「
マ
マ
」を
連

発
。
息
子
の
帰
宅
前
に
寝
か
せ

る
の
が
、
最
大
の
困
り
事
で
し

た
。
で
も
、
保
育
園
へ
迎
え
に

行
っ
て
手
を
つ
な
い
で
帰
る
と
、

遠
い
月
日
の
息
子
を
思
い
出
し

た
り
…
。
元
気
で
た
く
ま
し
く

育
ち
帰
国
す
る
日
を
楽
し
み
に
、

前
向
き
に
暮
ら
し
ま
す
。

自
分
へ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

井
上
正
子
75
　
若
林
区
若
林

　
仕
事
を
離
れ
る
と
毎
日
が
日

曜
日
に
な
ら
な
い
様
に
、
自
分

な
り
に
変
化
を
求
め
、
半
日
は

筋
ト
レ
の
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま

す
。
日
々
行
く
場
所
が
あ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
、
残
る
半
日

は
自
分
の
自
由
な
時
間
。
学
び

あ
り
、
音
楽
あ
り
、
友
と
の
交

流
あ
り
…
。
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は

現
金
を
出
し
入
れ
す
る
機
械
だ

け
れ
ど
、
私
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
心
を

動
か
す
〝
機
会
〟。
Ａ
＝
明
る
く
、

Ｔ
＝
楽
し
く
、
Ｍ
＝
前
向
き
に
、

心
の
持
ち
方
、
考
え
方
し
だ
い

で
す
ね
。
残
さ
れ
た
人
生
を
健

康
に
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、

心
豊
か
に
加
齢
を
華
麗
に
と
！

中
谷
は
る
み
79 

青
葉
区
中
山
台

船
山
あ
き
こ
96 

多
賀
城
市

小
野
寺
幸
子
76 

青
葉
区
北
目
町

金
田
綾
子
86 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

佐
藤
善
之
71 

太
白
区
夢
眠
あ
お
や
ま

鹿
又
和
子
82 

太
白
区
茂
庭

佐
藤
千
代
子
70 

若
林
区
荒
井

文
屋
文
江
70 

若
林
区
南
小
泉

長
谷
川
登
美
74 

青
葉
区
中
山
吉
成

会
津
曜
子
86 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

佐
々
木
芙
美
子
77 

青
葉
区
中
山
台

伊
藤
貞
子
96 

青
葉
区
中
山
台

庄
司
　
努
73 

太
白
区
夢
眠
あ
お
や
ま

小
野
さ
つ
き
80 

若
林
区
荒
井

目
黒
い
つ
子
73
　 

泉
区
南
中
山

鈴
木
昌
子
78 
大
河
原
町

佐
藤
昭
子
71 

泉
区
明
石
南

佐
藤
ふ
さ
子
72 

青
葉
区
錦
ヶ
丘

髙
橋
ス
マ
ノ
96 

青
葉
区
落
合

佐
々
木
幹
児
85 

大
和
町

絵
手
紙
募
集 

未
発
表
の
新
し
い
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
り
、
翌
月
以
降
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。



令和 5年 8月号（5）

生
き
も
の
が
待
っ
て
い
る
？

村
上
一
枝
81
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
朝
ご
は
ん
が
済
む
か
済
ま
な

い
う
ち
に
、
主
人
が「
早
く
行
か

な
い
と
、
生
き
も
の
が
待
っ
て

い
る
！
」と
必
ず
言
う
。
三
つ
も

借
り
て
い
る
畑
の
、
野
菜
達
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　
思
わ
ず「
こ
こ
に
、
一
番
大
切

な
生
き
物
が
い
る
で
は
な
い
で

す
か
！
」と
自
分
を
指
し
て
反
論

す
る
私
。
こ
の
大
切
な
生
き
物

は
、
全
く
眼
中
に
な
い
。
脚
が

痛
み
っ
ぱ
な
し
の
こ
と
も
、
ひ

と
つ
も
心
配
せ
ず
、
ロ
ボ
ッ
ト

で
も
扱
う
よ
う
な
夫
。
血
が
通
っ

て
い
る
な
ら
、
私
の
こ
と
を
も
っ

と
も
っ
と
気
に
か
け
て
欲
し
い
。

　
そ
ん
な
思
い
を
よ
そ
に
、
夫

い
わ
く「
花
だ
っ
て
い
ろ
い
ろ
可

愛
が
っ
て
あ
げ
な
い
と
、
き
れ

い
に
は
咲
か
な
い
ん
だ
よ
」と
、

い
そ
い
そ
畑
に
行
く
の
で
あ
る
。

合
点
し
ま
し
た
。
私
の
こ
と
も

決
し
て
、
忘
れ
な
い
で
ね
…
。

吉
次
の
大
き
な
目

千
葉
洋
子
72
　
太
白
区
長
町

　
40
年
近
く
前
、
仙
台
も
カ
ル

チ
ャ
ー
流
行
り
で
、
見
る
か
ら

に
芸
術
系
か
ス
ポ
ー
ツ
系
か
が

判
る
恰
好
で
、
そ
の
道
具
を
抱

え
た
女
性
達
が
街
を
往
来
す
る

時
代
が
あ
っ
た
。
私
も
下
の
子

が
小
学
生
に
な
っ
て
少
し
時
間

が
で
き
、
週
一
の
油
絵
教
室
へ
。

次
々
と
画
材
を
揃
え
て
数
年
間

通
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
割
に
は

さ
ほ
ど
上
達
も
見
え
ず
、
志
半

ば
で
辞
め
る
こ
と
に
。
お
決
ま

り
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
今
、
そ

の
頃
描
い
た「
吉
次
」の
画
を
部

屋
の
隅
に
立
て
か
け
て
あ
る
。

そ
の
大
き
な
目
が
、
若
か
っ
た

私
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

日
本
の
流
行
歌「
隣
組
」

鹿
又
和
子
82
　
太
白
区
茂
庭

格
子
を
開
け
れ
ば
　
顔
な
じ
み

ま
わ
し
て
頂
戴
　
回
覧
板

知
ら
せ
ら
れ
た
り  

知
ら
せ
た
り

と
ん
と
ん  

と
ん
か
ら
り
と  

隣
組

　
70
余
年
前
、
こ
の
曲
が
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
鳴
る
と
、
主
婦
達
は

か
っ
ぽ
う
着
を
付
け
て
集
合
。

戦
時
中
か
ら
戦
後
、
横
浜
で
過

ご
し
て
い
た
頃
の
思
い
出
。
懐

か
し
い
が
、
空
襲
の
記
憶
も
よ

み
が
え
っ
て
く
る
。
昭
和
20
年

の
秋
、
母
の
実
家
が
あ
る
秋
田

に
疎
開
し
て
か
ら
は
別
世
界
の

よ
う
に
静
か
な
日
々
。
海
の
見

え
る
横
浜
、
田
畑
の
広
が
る
秋

田
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
大
好

き
。
も
う
一
度
、行
っ
て
み
た
い
。

亡
き
母
へ

加
納
恵
子
76
　
太
白
区
芦
の
口

　
歳
月
は
早
い
も
の
、
今
秋
、

七
回
忌
が
き
ま
す
ね
。
ど
ん
な

時
も
前
向
き
で
明
る
く
、「
四
人

の
子
ど
も
は
宝
物
」と
必
死
で

育
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
折
に

ふ
れ
、
大
き
な
背
中
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

よ
ね
。
絶
対
に
忘
れ
な
い
宝
物
。

字
が
上
手
で
、
着
物
の
似
合
う

姿
は
格
好
良
か
っ
た
な
。

　
と
こ
ろ
で
、
貴
女
の
ふ
る
さ

と
房
総
の
木
更
津
の
こ
と
だ
け

ど
、
実
家
を
継
い
だ
一
人
身
の

○
君
が
先
月
69
歳
の
若
さ
で
ガ

ン
で
人
生
に
幕
を
。
あ
の
実
家

が
無
く
な
っ
た
よ
。
晴
れ
た
日

に
は
富
士
山
が
見
え
、
和
ま
さ

れ
た
ね
…
。
私
た
ち
は
、
仲
良

く
支
え
合
い
な
が
ら
過
ご
し
て

い
ま
す
。
近
況
報
告
を
兼
ね
て
、

心
よ
り
感
謝
を
込
め
て
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
を
。

微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

日
向
野
洋
子
74
　
青
葉
区
貝
ヶ
森

　
昔
、
主
人
の
仕
事
で
秋
田
本

荘
に
住
み
、
ヘ
ル
パ
ー
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
通
院

介
助
の
日
、
Ａ
さ
ん
は
紫
の
ブ

ラ
ウ
ス
を
着
て
い
ま
し
た
。
お

医
者
さ
ん
が「
Ａ
さ
ん
、
米ベ

ー
ジ
ュ寿
で

す
ね
〜
」と
言
っ
た
ら「
違
い
ま

す
！
パ
ー
プ
ル
で
す
ッ
！
」

　
咳
が
止
ま
ら
な
い
Ｂ
さ
ん
は

胸
の
写
真
を
撮
る
こ
と
に
。
待
っ

て
い
る
と
突
然
、「
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
、
断
っ
て
く
れ
、
技
師
さ
ん

が
ツ
ル
ッ
パ
ゲ
。
Ｘ
線
あ
び
た

ら
禿
げ
る
か
も
」。「
こ
の
禿
は

遺
伝
。
他
の
技
師
は
フ
サ
フ
サ

で
す
」と
苦
笑
い
の
技
師
さ
ん
。

　
入
浴
介
助
の
前
に
、
必
ず
水

分
を
！
　
で
も
頑
と
し
て
嫌
が

る
Ｃ
さ
ん
に
先
輩
ヘ
ル
パ
ー
が

言
い
ま
し
た
。「
風
呂
の
前
に
、

ま
ず
御
一
献
！
」。
Ｃ
さ
ん
は
笑

顔
で
盃
の
水
を
飲
み「
ハ
イ
！
御

返
盃
！
」と
。
先
輩
は
嫌
な
顔
一

つ
せ
ず
、
そ
の
盃
の
水
を
飲
み

入
浴
介
助
。
様
々
な
場
面
で
ア

イ
デ
ア
豊
富
な
大
先
輩
で
し
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
は
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
登
場
し
た
皆

さ
ん
は
虹
の
橋
を
渡
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
微
笑
ま
し

い
昔
話
な
の
で
、
許
し
て
も
ら

え
ま
す
よ
ね
。

ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
大
谷
翔
平

阪
本
昭
憲
77
　
太
白
区
上
野
山

　
大
谷
選
手
が
テ
レ
ビ
に
映
る

と
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
を
思
い
出

す
。
土
佐
の
漁
師
だ
っ
た
万
次

郎
は
遭
難
後
、
ア
メ
リ
カ
の
船

に
助
け
ら
れ
る
。
帰
国
後
、
日

本
か
ら
米
国
へ
使
節
団
が
編
成

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
福
沢
諭

吉
、
そ
し
て
万
次
郎
も
い
ま
し

た
。
鎖
国
の
時
代
を
終
え
世
界

へ
飛
び
立
ち
、
今
の
日
本
が
あ

る
の
は
、
使
節
団
と
随
行
し
た

万
次
郎
た
ち
の
活
躍
が
あ
っ
た

か
ら
。
世
界
で
活
躍
す
る
日
本

の
原
点
が
あ
る
の
で
す
ね
。

怒
濤
の
展
開
の
２
週
間

保
志
　
豊
73
　
太
白
区
土
手
内

　
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
、
６

月
15
日
に
２
回
目
の
診
察
。
血

糖
値
は
93
、
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
は
７
・
７
と
な
り
、
も
う
少

し
薬
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
念
の
た
め
胸
部
撮
影
を
し
た

ら
、
素
人
目
に
も
判
る「
影
」が
。

仙
台
厚
生
病
院
を
紹
介
さ
れ
翌

日
受
診
、
お
そ
ら
く
肺
が
ん
と

い
う
判
断
で
術
前
検
査
を
実
施
。

胸
部
断
層
撮
影
は
20
日
、
結
果

が
出
る
の
は
26
日
、
眠
れ
ぬ
夜
、

不
安
な
日
々
を
送
っ
た
。

　
26
日
、
妻
と
重
い
足
取
り
で

診
察
室
へ
。
若
い
ド
ク
タ
ー
は

「
保
志
さ
ん
に
今
日
は
嬉
し
い

お
伝
え
が
出
来
ま
す
」と
笑
顔
。

エ
ッ
と
驚
い
て
い
る
と
、「
影
は

肋
骨
で
し
た
」と
の
こ
と
。

　
妻
と
二
人
で
軽
や
か
に
帰
宅
。

明
日
か
ら
も
見
守
り
活
動
が
出

来
る
。
赤
十
字
の
仕
事
も
、
避

難
所
運
営
の
役
割
も
果
た
せ
る
。

卓
球
も
続
け
ら
れ
る
…
と
、
平

穏
な
生
活
が
い
か
に
大
事
か
を

身
に
染
み
た
出
来
事
で
し
た
。

会
葬
御
礼
に
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

菱
沼
俊
行
77
　
泉
区
将
監

　
最
近
ビ
ッ
ク
リ
し
た
事
は
、

あ
る
方
の
葬
儀
の
会
葬
御
礼
の

ハ
ガ
キ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
…
。

ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
て
み
た
ら
、

亡
人
の
在
り
し
日
の
ビ
デ
オ
が

流
れ
だ
し
た
。

　
し
か
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
面

白
が
っ
て
何
で
も
読
み
取
る
と
、

大
変
な
目
に
合
う
。
過
日
、
あ

る
店
舗
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ

ホ
に
取
り
入
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト

が
付
い
て
買
い
物
時
に
お
得
と

の
事
だ
っ
た
が
、
寝
て
も
覚
め

て
も
宣
伝
が
流
れ
、
最
後
に
は

ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル（
削
除
）。

将
来
、
人
体
に
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

が
貼
り
付
け
ら
れ
、
個
人
を
識

別
す
る
時
代
が
く
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

続
き
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で

掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
お
手
紙
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿
部
　
弘
80 

泉
区
長
命
ヶ
丘

上
村
　
栄
70 

太
白
区
夢
眠
あ
お
や
ま

加
藤
俊
雄
76 

富
谷
市
鷹
乃
杜

久
慈
レ
イ
95 

太
白
区
太
長
会
リ
ハ

関
　
正
勝
80 

青
葉
区
中
江

有
住
明
子
60 

青
葉
区
中
山
台

松
元
ゆ
り
子
70 

富
谷
市
あ
け
の
平

大 友 寛 子87 太白区あすと長町

菅 　 誠 吾76 太白区西の平

岩 井 元 司90 太白区袋原

松 田 瞭 子97 青葉区花壇 横 田 春 治70 宮城野区鶴ヶ谷東

及川たい子75 岩沼市

山
形
　
正
74 

青
葉
区
中
山

柏
崎
英
子
83 

若
林
区
若
林

中
村
佐
江
子
94 

太
白
区
鈎
取

白
鳥
三
代
子
69 

若
林
区
遠
見
塚

菊 地 成 人71 宮城野区幸町

結 城 勝 子79 宮城野区宮千代

原
山
圭
子
79 

若
林
区
荒
井

川
添
賢
次
74 

北
九
州
市
小
倉

中
沢
常
夫
87 

青
葉
区
中
山

石
黒
育
子
74 

青
葉
区
中
山
台



令和 5年 8月号 （6）笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　
　
青
　葉
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　ク
ス
ッ
と
笑
わ
せ
る
、
共
感
さ
せ
る

あ
こ
が
れ
の
　カ
ー
ド
敬
老
　乗
車
券
　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
67

物
価
高
　か
さ
増
し
料
理
　ダ
イ
エ
ッ
ト
　	

錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
72

カ
ッ
ト
す
る
　髪
の
長
さ
で
　割
引
を
　　　　	

昭
和
町	

紙
谷
義
和
73

頭
見
て
　割
引
チ
ケ
ッ
ト
　映
画
館	

葉
山
町	

青
木
三
郎
74

仙
台
市
　敬
老
乗
車
券
　手
を
合
わ
せ	
旭
ヶ
丘	

鈴
木
武
志
74

加
齢
な
の
？
　地
球
も
ア
チ
コ
チ
　痛
み
出
し
　	
み
や
ぎ
台	

加
藤
信
子
74

特
売
品
　列
ん
で
買
っ
て
　肩
治
療
　　　　　　	
中
山
吉
成	

長
谷
川
登
美
74

コ
ロ
ナ
禍
で
　試
食
な
く
な
り
　味
気
な
し
　　　	

国
見
ヶ
丘	

叶
　　芳
雄
75

ぼ
っ
ち
な
の
　ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
　シ
ニ
ア
パ
ス
　　　	

栗
　　生	

東
　　啓
子
75

乗
車
時
　シ
ニ
ア
乗
車
証
な
く
　大
慌
て
　　　	

木
町
通	
鈴
木
正
明
75

年
と
っ
た
　お
得
が
ふ
え
た
　あ
り
が
た
い	

桜
ヶ
丘	

山
本
憲
子
76

繋
が
ら
ず
　待
っ
て
い
る
う
ち
　熱
冷
め
る
　　　	

五
　　橋	

児
玉
　　悟
76

ま
た
値
上
げ
　お
金
に
羽
が
　生
え
て
飛
ぶ
　　	

西
花
苑	

林
　　勝
義
78

シ
ニ
ア
割
　友
と
ガ
ス
ト
で
　日
替
り
ラ
ン
チ
　　	

中
　　江	

関
　　悦
子
78

世
の
風
は
　「
シ
ニ
ア
割
」よ
り
　「
ベ
ビ
ー
割
」　　	

桜
ヶ
岡
公
園	

高
橋
廣
光
78

さ
ま
よ
え
ば
　徘
徊
か
し
ら
と
　子
等
の
言
う
　	

高
　　松	

神
　　市
子
78

手
品
師
か
　買
い
も
の
ス
マ
ホ
　金
持
た
ず
　　　	

通
　　町	

阿
部
良
一
79

ヨ
タ
ヨ
タ
婆
　ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
　ひ
孫
押
す
　　	

宮
　　町	

大
和
田
久
美
79

先
が
な
い
　ふ
だ
ん
着
よ
そ
ゆ
き
　同
じ
服	

小
田
原	

山
田
和
子
80

席
ゆ
ず
ら
れ
　有
り
難
い
け
ど
　す
ぐ
降
り
る	

春
日
町	

堀
江
良
彦
80

ボ
ケ
て
て
も
　つ
り
銭
不
足
　す
ぐ
わ
か
る	

国
見
ヶ
丘	

野
澤
裕
子
80

特
売
日
　槍
が
降
ろ
う
が
　さ
あ
出
陣	

高
　　松	

須
田
節
子
80

そ
ろ
ば
ん
を
　伏
せ
て
生
き
よ
と
　親
遺
言	

桜
ヶ
丘	

峯
田
紀
久
子
81

「
ツ
ー
」販
と
　言
え
ば「
カ
ー
」タ
ロ
グ
　昭
和
の
世	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
81

火
の
用
心
　今
の
世
間
は
　人
用
心
　　　	

中
山
吉
成	

村
上
一
枝
81

買
い
す
ぎ
て
　帰
り
べ
そ
か
く
　こ
の
右
手
　　　	

山
手
町	

難
波
豊
子
82

釣
り
銭
で
　脳
ト
レ
出
来
ぬ
　ペ
イ
払
い
　　　	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
82

割
引
の
　文
字
に
弱
い
の
　即
反
応
　	

旭
ヶ
丘	

本
郷
祐
子
82

人
と
物
　と
き
め
き
今
は
　空
気
並
み
　	

東
勝
山	

梶
原
幸
子
82

カ
ー
ド
だ
け
　増
え
て
ポ
イ
ン
ト
　分
散
し
　	

中
山
台	

佐
々
木
克
夫
82

ポ
ツ
一
家
　み
ん
な
長
生
き
　コ
ツ
わ
か
る
　　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
83

無
料
本
　楽
し
み
に
向
か
う
　歯
の
治
療
　	

向
　　田	

小
笠
原
義
治
83

Ｃ
Ｍ
の
　サ
プ
リ
を
全
部
　飲
ん
だ
な
ら	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
83

手
に
と
っ
て
　さ
わ
っ
て
納
得
　昭
和
人び

と

　	

小
田
原	

阿
部
清
子
84

桜
貝
　浜
べ
で
探
す
　妻
眩
し	

中
山
吉
成	

村
上
重
作
84

シ
ニ
ア
割
　狙
っ
て
行
く
と
　常
連
が
　	

旭
ヶ
丘	

本
郷
泰
弘
84

レ
シ
ー
ト
の
　短
さ
語
る
　買
い
控
え
　　	

中
山
吉
成	

小
野
幸
子
85

ち
と
微
妙
　　ロ
ウ
ソ
ク
　線
香
　電
池
式	

中
　　山	

中
沢
常
夫
87

孫
が
来
る
　今
夜
は
お
か
ず
　増
え
る
か
も
　	

支
倉
町	

芦
立
冨
見
代
87

大
谷
さ
ん
　ホ
ー
ム
ラ
ン
見
て
　ハ
ネ
起
き
る
　	

中
　　江	

木
村
　　忍
90

梅
雨
空
に
　あ
じ
さ
い
だ
け
が
　ス
ッ
キ
リ
と	

水
の
森	

宇
南
山
礼
子
92

給
付
金
　投
句
は
が
き
を
　大
人
買
い
　　　	

春
日
町	

篠
原
伸
江
94

買
い
物
は
　必
要
の
な
い
　年
と
な
る
　	

落
　　合	

髙
橋
ス
マ
ノ
96

割
引
の
　時
だ
け
高
い
　化
粧
品
　	

旭
ヶ
丘	

櫻
井
安
子
97

わ
あ
安
い
　つ
い
買
っ
ち
ゃ
う
の
　こ
の
年
で
　　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
97

神
仏
　朝
に
拝
め
ば
　あ
と
は
ヒ
マ	

中
　　山	

山
本
敏
行
97

　
太
　白
　区
　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
標
語
」っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に

あ
っ
た
筈
　姑
の
記
憶
に
　頼
る
嫁	

鈎
取
本
町	

中
村
勇
子
70

シ
ニ
ア
割
　上
手
に
使
い
　元
気
維
持	

八
木
山
香
澄
町	

久
保
田
悦
司
70

デ
パ
地
下
で
　値
上
げ
分
だ
け
　試
食
す
る
　	

夢
眠
あ
お
や
ま	

上
村
　　栄
70

通
販
の
　健
康
器
具
は
　荷
物
置
き	

東
中
田	

平
野
洋
子
71

敬
老
パ
ス
　鬼
も
ビ
ッ
ク
リ
の
　紋
所
　	

八
木
山
香
澄
町	

飛
田
秀
雄
71

若
い
ネ
！
に
　ゆ
る
む
ほ
っ
ぺ
と
　財
布
の
紐
　　	

長
　　町	

千
葉
洋
子
72

シ
ニ
ア
割
　証
の
保
険
証
　に
ぎ
り
し
め	

上
野
山	

片
倉
陽
子
72

ア
イ
ス
食
べ
　神
経
障
り
　飛
び
上
が
る	

西
の
平	

日
野
実
千
代
73

が
ん
保
険
　一
つ
解
約
　早
ま
っ
た
　　	

土
手
内	

保
志
　　豊
73

か
っ
こ
つ
け
　お
値
下
げ
コ
ー
ナ
ー
　横
目
使
い
　	

長
　　町	

千
葉
友
幸
74

異
次
元
の
　対
策
下
さ
い
　ジ
ジ
バ
バ
に
も
　　　	

東
中
田	

田
中
敬
子
74

市
長
さ
ん
　敬
老
パ
ス
は
　大
事
で
す
　　　	

山
田
自
由
ヶ
丘	

熊
谷
み
よ
子
75

特
養
へ
　勝
負
服
着
て
　面
会
へ
　	

土
手
内	

佐
藤
優
子
75

ヒ
マ
し
て
て
　ハ
エ
を
追
い
か
け
　け
つ
ま
づ
く
　	

土
手
内	

佐
藤
優
子
75

に
わ
か
雨
　化
粧
だ
い
な
し
　マ
ス
ク
な
し
　	

袋
　　原	

角
田
和
子
76

予
算
な
し
　ロ
ー
ン
済
む
ま
で
　生
き
て
と
子	

柳
　　生	

及
川
裕
子
76

ラ
ン
チ
す
る
　身
の
程
知
ら
ず
　バ
イ
キ
ン
グ	

山
田
北
前
町	

髙
松
光
子
76

ス
ー
パ
ー
で
　ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
　ど
れ
だ
っ
け	

山
田
北
前
町	

髙
松
光
子
76

通
販
で
　望
み
か
け
て
の
　漢
方
薬
　	

芦
の
口	

加
納
恵
子
76

コ
ラ
ボ
す
る
　暇
と
脂
肪
と
　物
忘
れ
　	

長
　　町	

岡
部
ミ
ナ
子
77

年
寄
り
で
　ま
と
め
な
い
で
ね
　俺
は
行
く	

鹿
　　野	

菅
田
　　稔
78

ま
だ
早
い
　タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
　持
っ
て
待
ち	

青
　　山	

末
永
　　均
79

異
常
な
し
　保
険
の
お
守
り
　効
い
て
い
る	

東
中
田	

國
井
頼
子
80

金
な
い
な
い
　頃
が
懐
か
し
　今
は
幸
　	

西
の
平	

山
岸
文
子
80

大
盛
り
を
　食
べ
て
自
慢
の
　腹
ま
わ
り
　	

茂
庭
台	

高
橋
は
つ
ゑ
80

生
き
る
知
恵
　カ
ー
ド
払
い
で
　ポ
イ
ン
ト
よ
！	

緑
ヶ
丘	

小
島
晴
光
81

千
円
に
　釣
り
銭
転
が
り
　追
い
か
け
る
　	

東
中
田	

三
浦
千
司
81

お
節
介
　良
か
れ
と
損
な
　役
回
り	

鹿
　　野	

伊
藤
悦
子
81

マ
ー
ジ
ャ
ン
に
　は
ま
っ
て
八
十
路
　生
き
が
い
に	

あ
す
と
長
町	

佐
藤
碩
子
81

贅
沢
も
　た
ま
に
は
い
い
ね
　鰻
食
べ	
鹿
　　野	

鹿
野
恵
子
81

感
謝
す
る
　妻
の
入
院
　お
産
だ
け	
長
　　町	

加
茂
昭
六
郎
81

シ
ニ
ア
席
　譲
る
気
持
を
　迷
わ
せ
る
　　	

四
郎
丸	

横
尾
久
美
子
82

シ
ニ
ア
パ
ス
　な
っ
た
ば
か
り
は
　そ
っ
と
出
し
　　	

四
郎
丸	
横
尾
久
美
子
82

シ
ニ
ア
の
日
　婆
が
言
い
出
す
　な
じ
み
店	

鹿
　　野	
伊
藤
勝
雄
82

カ
ラ
オ
ケ
で
　ひ
と
り
占
め
す
る
　同
じ
歌
　	

あ
す
と
長
町	
鈴
木
和
子
83

雨
や
ん
で
　漆
黒
の
庭
に
　初
ホ
タ
ル	

茂
　　庭	

鹿
又
和
子
83

ひ
た
む
き
に
　生
き
る
私
は
　背
が
丸
く	

鹿
　　野	

石
川
美
代
子
83

オ
オ
タ
ニ
君
　楽
天
ホ
ー
ム
　夢
で
い
い	

八
本
松	

南
　　雅
子
84

付
き
合
っ
て
　妻
の
買
物
　疲
れ
果
て	

緑
ヶ
丘	

佐
々
木
久
義
84

久
々
の
　ア
イ
ロ
ン
が
け
で
　サ
ウ
ナ
風
呂
！	

芦
の
口	

加
藤
宏
子
86

シ
ニ
ア
割
　ポ
テ
食
べ
な
が
ら
　映
画
観
る
　　　　	

夢
眠
あ
お
や
ま	

千
葉
家
壽
子
86

シ
ニ
ア
割
　カ
ー
ド
作
れ
ど
　持
ち
腐
れ
　	

東
中
田	

横
尾
千
枝
子
86

墓
買
っ
た
　十
年
前
の
　逞
し
さ
　	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
86

通
販
で
　な
ん
で
も
済
ま
す
　子
ど
も
た
ち
　　　　	夢
眠
あ
お
や
ま	

大
里
み
や
子
88

顔
中
に
　幸
せ
光
る
　笑
い
皺
　	

あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
87

シ
ニ
ア
に
は
　嬉
し
い
割
引
　も
う
一
品
　	

泉
　　崎	

大
友
敏
子
89

精
一
杯
　締
め
て
な
お
か
つ
　ア
ッ
ア
モ
ー
レ	

富
沢
南	

扇
　　光
男
90

ご
縁
よ
り
　誤
嚥
気
遣
う
　年
と
な
り	

富
沢
南	

扇
　　光
男
90

縁
結
び
　心
支
え
合
う
　ホ
ー
ム
友
　	

あ
す
と
長
町	

荒
木
　　清
91

勉
強
会
　義
歯
忘
れ
て
　笑
え
な
い
　　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
91

亡
夫
へ
　メ
ー
ル
打
ち
ま
す
　む
か
え
来
て
　　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
91

納
得
の
　お
得
な
買
物
　え
び
す
顔
　　　　　	

夢
眠
あ
お
や
ま	

菅
井
安
子
92

仏
壇
の
　亡
夫
笑
顔
で
　い
い
男
　	

緑
ヶ
丘	

白
取
悦
子
92

覚
え
た
が
　使
う
相
手
の
　な
い
ス
マ
ホ
　	

あ
す
と
長
町	

阿
部
禮
子
92

歩
か
れ
ず
　通
販
の
み
が
　頼
り
で
す	

鈎
　　取	

中
村
佐
江
子
94

ま
だ
生
き
て
　い
た
か
と
目
覚
め
る
　老
の
朝	

長
　　町	

千
石
　　巌
94

元
気
く
れ
　今
は
私
が
　も
ら
い
た
い	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
95

こ
ろ
ん
で
も
　泣
か
ず
ノ
ホ
ホ
ン
　バ
バ
笑
顔	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
95

や
せ
た
は
ね
　超
デ
ブ
隣
　風
呂
の
席
　　	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
95

亡
夫
と
入い

る
　こ
の
金
ピ
カ
を
　高
く
買
う
　　	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
95

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

通
販
の
　健
康
食
品
　た
ま
り
過
ぎ	

福
　　室	

今
野
早
苗
67

店
じ
ま
い
　な
ん
で
も
通
販
　後
悔
し
　　　	

鶴
ヶ
谷
東	

横
田
春
治
70

塀
越
し
に
　ジ
イ
サ
ン
二
人
　ア
ッ
ジ
サ
イ
だ	

幸
　　町	

菊
地
成
人
71

お
得
と
損
　表
裏
一
体
　ご
注
意
を	

宮
千
代	

髙
橋
武
子
71

連
日
の
　報
道
恐
ろ
し
　返
納
す	

五
　　橋	

長
谷
川
義
昭
72

買
わ
ん
ぞ
よ
　孫
の
笑
顔
に
　負
け
な
い
ぞ	

五
　　輪	

長
谷
川
誠
子
75

頭
ひ
ね
　ポ
イ
ン
ト
稼
ぎ
　お
買
い
物
　	

萩
野
町	

齋
藤
由
紀
子
75

パ
ソ
コ
ン
で
　買
い
物
便
利
　覚
え
た
よ
　	

大
　　梶	

佐
藤
信
夫
75

老
い
て
ま
た
　美
し
き
わ
が
　人
生
に	

苦
　　竹	

佐
藤
よ
し
み
75

目
玉
品
　だ
け
買
い
帰
る
　妻
利
口
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
76

ポ
イ
ン
ト
が
　目
先
狂
わ
せ
　ム
ダ
遣
い
　	

燕
　　沢	

佐
藤
敏
子
78

ち
ぐ
は
ぐ
な
　眉
も
七
十
路
に
や
　ご
愛
敬
　　　	

宮
千
代	

結
城
勝
子
79

口
元
の
　シ
ワ
を
笑
顔
に
　変
え
る
テ
ク
　　　	

宮
千
代	

結
城
勝
子
79

通
販
で
　届
い
て
み
れ
ば
　チ
ャ
チ
す
ぎ
た
　	

鶴
ヶ
谷
北	

加
藤
　　襄
79

シ
ニ
ア
割
　好
き
で
す
い
つ
も
　カ
ラ
オ
ケ
で
　	

田
子
西	

安
藤
恵
子
79

カ
タ
ロ
グ
の
　モ
デ
ル
気
分
か
　又
注
文
　	

田
子
西	

安
藤
恵
子
79

シ
ニ
ア
割
り
　今
日
だ
っ
た
か
な
　明
日
か
な	

鶴
ヶ
谷	

鈴
木
文
子
81

あ
ば
ら
家
に
　仏
壇
だ
け
が
　値
打
も
の
　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
82

ア
メ
な
め
て
　さ
あ
歌
い
ま
す
　「
お
富
さ
ん
」　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
82

早
起
き
を
　徘
徊
な
ど
と
　得
も
な
し
　	

鶴
ヶ
谷	

菅
原
角
一
82

冷
蔵
庫
　出
さ
ず
じ
ま
い
で
　満
杯
に	

榴
　　岡	

新
田
み
ち
子
82

新
聞
を
　読
む
よ
り
先
に
　目
は
チ
ラ
シ	

鶴
ヶ
谷	

岡
本
頴
子
83

押
し
あ
っ
て
　買
わ
ず
に
戻
っ
た
　正
解
だ
　	

岩
　　切	

村
上
泰
子
83

何
も
な
き
　卓
に
あ
じ
さ
い
　一
つ
の
せ
　	

大
　　梶	

新
井
和
子
83

戦
死
し
た
　父
ち
ゃ
ん
の
風
　南
か
ら
　　	

苦
　　竹	

吉
田
征
四
郎
84

広
告
は
　買
っ
た
思
い
で
　見
る
だ
け
よ
　	

安
養
寺	

今
野
二
男
84

金
値
上
げ
　売
る
に
売
れ
な
い
　金
歯
で
す	

榴
　　岡	

西
川
宜
孝
85

シ
ニ
ア
割
　毛
の
な
い
爺
に
は
　ま
だ
高
い	

榴
　　岡	

西
川
宜
孝
85

通
販
で
　送
料
無
料
　ム
ダ
使
い
　　	

福
　　室	

阿
部
栄
一
85

古
着
物
　売
れ
た
金
額
　ラ
ー
メ
ン
代	

鶴
ヶ
谷	

金
田
綾
子
86

バ
ス
カ
ー
ド
　幾
つ
も
終
点
　行
っ
て
み
た	

原
　　町	

今
部
治
朗
86

チ
ャ
ー
ジ
す
る
　バ
ス
券
享
受
　大
滝
へ	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
86

老
と
若
　も
め
ま
す
温
度
　設
定
で	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
86

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
　値
札
は
昨
日
と
　同
じ
も
の	

苦
　　竹	

太
田
一
義
86

ま
た
セ
ー
ル
　心
の
渇
き
を
　見
通
さ
れ	

白
　　鳥	

大
岩
京
子
87

初
め
て
の
　ひ
と
り
で
買
っ
た
　イ
ヤ
リ
ン
グ	

鶴
ヶ
谷	

村
井
冨
美
子
87

父
の
日
に
　ヒ
マ
あ
り
過
ぎ
て
　靴
磨
く
　　　	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
89

お
ば
ち
ゃ
ん
は
　五
寸
空
い
て
り
ゃ
　席
座
る	

清
水
沼	

浜
野
享
吾
89

こ

　　　　Ｑ1

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題	

シ
ニ
ア
割
・
お
得

損
・
買
い
物
・
通
販

投
稿
総
数
２
６
５
通
　
編
集
室
選

　締切 8月10日 （消印有効）※お手紙＆作品も

①
髪
の
量
が
半
分
な
の
に
同
じ
料
金
？
ツ
ル
リ
割
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
最
高
！
た
だ
薄
毛
の
方
の
カ
ッ
ト
は
技
術
も
必
要
、
気
遣
い
も
大
変
と
か
。

②
特
売
品
を
目
指
し
て
ヨ
ー
イ
ド
ン
。
最
後
の
直
線
で
一
気
に
抜
き
去
っ
た
の
は
、
車
椅
子
で
し
た
。
③
長
寿
は
孤
独
と
上
手
に
付
き
合
う
こ

と
も
大
切
。
言
葉
遊
び
は
ボ
ケ
防
止
に
も
。
④
夫
の
好
物
だ
わ
、
姑
の
喜
ぶ
菓
子
も
…
。
ダ
メ
！
で
も
…
ダ
メ
！
　
私
の
好
物
は
、
ヨ
〜
シ
！

		

［
秀
作
］

アンケートにもご協力ください。

遺言書・家族・エンディングノート

次の課題

※義務では　　
　　ありません。

※投句は課題、自由、
　　どちらでも結構です。

「成年後見制度」について
1. 制度に関心は、ありますか？
　①ある（どうしてですか？）

　②ややある（同）

　③ない（同）

2. 利用した経験、または経験談等
　聞いたこと？　感想などは？

3. 制度への期待、要望、質問などは？

［
特
選
］

 

は
げ
頭
　床
屋
に
欲
し
い
　ツ
ル
リ
割
　　将
　　監
　　　　　庄
子
春
吉
80

初めての方もご遠慮なく!!
（参加資格：６０歳以上  ・  投句料：無料）

ハガキに５句まで書いてお送り下さい。

氏名は本名で ※ペンネームは原則掲載不可

年齢・住所・電話番号・アンケートの
回答（任意）を明記。※難しい字にはフリガナを

性別が分かりにくいお名前の方は性別もご記入を。

※投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。
　作品に加筆することがあります。
　次点となった過去の作品を掲載することがあります。

【個人情報の取扱について】　読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って
管理いたします。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示する
ことがございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。



令和 5年 8月号

スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。
読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は、広告掲載料と寄付金で賄っております。

次の方々からご寄付をいただきました。ありがとうございます。
　こだま会様、阪本昭憲様、岸田紀雄様

高橋知杏様、高橋スマノ様
Ｙ・Ｈ様、Ｆ・Ｙ様

振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

（7）

元
気
だ
ね
　ハ
イ
好
き
嫌
い
　無
い
か
ら
ね
　　　　	

松
岡
町	

小
田
中
榮
市
91

外
出
も
　出
来
な
く
な
っ
て
も
　シ
ニ
ア
せ
ん	

福
　　室	

芳
賀
昭
子
93

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

病
院
の
　シ
ニ
ア
割
あ
り
ゃ
　も
っ
と
行
く	

五
十
人
町	

大
森
　　晃
66

散
髪
は
　２
カ
月
１
度
の
　シ
ニ
ア
割	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

重
す
ぎ
る
　回
数
増
や
し
て
　シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ	

五
十
人
町	

大
森
憲
一
69

割
引
の
　チ
ラ
シ
追
い
か
け
　突
っ
走
る	

遠
見
塚	

白
鳥
三
代
子
69

お
買
物
　今
日
も
生
き
て
る
　品
定
め	

南
小
泉	

文
屋
文
江
70

シ
ル
バ
ー
日
　若
者
ご
め
ん
　値
引
き
あ
り	

南
小
泉	

文
屋
文
江
70

届
い
た
け
ど
　ち
い
さ
か
っ
た
の
　が
っ
か
り
よ	

荒
井
東	

遠
藤
洋
子
71

太
る
菓
子
　値
上
が
り
し
た
よ
　痩
せ
る
か
な	

河
原
町	

木
村
尚
美
72

痴
話
喧
嘩
　現い

ま在
も
華
で
す
　老
い
二
人	

上
飯
田	

佐
藤
則
子
72

お
互
い
の
　損
は
伴
侶
に
　な
っ
た
こ
と
？	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
72

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　損
得
抜
き
で
　汗
流
す
　	

遠
見
塚	

石
垣
友
秀
74

在
り
し
日
の
　姉
と
口
論
　夢
に
泣
く
　　　	

若
　　林	

井
上
正
子
75

定
年
後
も
　損
得
で
動
く
　再
雇
用
　　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
76

お
買
い
物
　通
販
だ
け
の
　過
疎
の
村
　　	
沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
76

旧
友
と
　出
会
っ
て
恥
ず
か
し
　車
椅
子	
河
原
町	

大
橋
庸
晃
77

シ
ニ
ア
割
　市
内
観
光
　お
ん
な
旅
　　	

若
　　林	

三
浦
多
か
子
77

わ
あ
安
い
　で
も
容
量
　減
っ
て
る
わ
　	

荒
　　井	

清
野
聡
子
79

カ
ー
ド
払
い
　計
算
脳
は
　休
眠
中
　	

荒
　　井	
清
野
聡
子
79

悪
の
な
い
　カ
ピ
バ
ラ
恋
し
く
　八
木
山
へ	

若
　　林	

小
野
さ
つ
き
80

シ
ニ
ア
割
　久
々
映
画
を
　は
し
ご
す
る	

文
化
町	

佐
藤
洋
子
80

あ
じ
さ
い
の
　涙
が
キ
ラ
リ
　雨
あ
が
り	

若
　　林	

佐
藤
紀
子
83

火
曜
日
は
　漢
字
ド
リ
ル
の
　漢
曜
日	

若
　　林	

佐
藤
紀
子
83

初
回
だ
け
　安
く
さ
れ
て
も
　後
恐
い	

若
　　林	

柏
崎
英
子
83

水
割
り
も
　多
め
の
水
で
　シ
ニ
ア
割
　	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
84

何
か
変
　金
持
一
家
の
　シ
ニ
ア
割	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
84

週
一
の
　シ
ニ
ア
デ
ー
だ
よ
　か
ご
二
つ
　　	

霞
　　目	

阿
部
サ
ダ
子
84

背
負
い
籠
　売
り
尽
く
し
て
　井
戸
端
に
　　	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
85

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　リ
ハ
ビ
リ
型
で
　脳
ト
レ
を
　	

荒
井
南	

渡
辺
勝
江
85

医
学
書
に
　そ
っ
と
手
を
添
え
　感
謝
す
る
　	

六
丁
の
目	

久
光
哲
朗
86

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　買
う
か
自
転
車
　卒
業
か
　	

か
す
み
町	

専
徒
直
子
86

部
屋
の
な
か
　通
販
サ
プ
リ
　そ
こ
ら
じ
ゅ
う
　　	

沖
　　野	

林
　　忠
夫
86

音
き
い
て
　花
火
を
想
像
　家
の
中
　　	

文
化
町	

齊
藤
ユ
リ
子
86

特
売
品
　日
付
心
配
　少
な
め
に
　	

荒
井
東	

庄
司
宗
吉
88

戦
争
を
　し
な
い
日
本
に
　生
か
さ
れ
る	

南
小
泉	

山
岡
京
子
89

お
互
い
に
　忘
れ
上
手
で
　睦
ま
し
く
　　	

文
化
町	

狗
飼
艶
子
94

夏
の
夜
や
　遠
く
て
近
き
　亡
夫
の
星
　	

文
化
町	

高
橋
知
杏
94

後
悔
は
　買
っ
て
す
る
よ
り
　買
う
前
に
　	

大
和
町	

志
鎌
清
治
97

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

通
販
の
　カ
タ
ロ
グ
重
い
　い
り
ま
せ
ん	

桂	

清
川
悦
嗣
61

シ
ニ
ア
割
　孫
の
お
供
で
　動
物
園	

北
中
山	

今
野
弥
生
67

お
金
で
は
　買
え
な
い
友
に
　恵
ま
れ
て	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
律
子
71

欲
望
は
　元
気
の
証
　バ
ロ
メ
ー
タ
ー	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
律
子
71

マ
ッ
ク
ス
は
　レ
シ
ー
ト
二
十
セ
ン
チ
　三
千
円	

明
石
南	

佐
藤
昭
子
71

エ
コ
バ
ッ
グ
　小
さ
め
に
し
た
　大
食
漢	

明
石
南	

佐
藤
昭
子
71

通
販
が
　テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
　占
拠
す
る	

南
中
山	

澤
田
石
廣
道
71

ポ
イ
ン
ト
の
　十
倍
デ
ー
に
　駆
り
出
さ
れ	

南
中
山	

澤
田
石
廣
道
71

気
が
つ
け
ば
　着
替
え
す
る
に
も
　掛
け
声
が	

向
陽
台	

髙
橋
え
み
子
72

お
買
い
得
　だ
っ
た
と
思
う
　妻
と
い
る	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
75

ア
マ
ゾ
ン
で
　爺
の
か
つ
ら
を
　買
っ
て
み
た	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
75

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
　ト
ラ
ブ
ル
続
き
　増
す
不
安
　	

将
　　監	

阿
部
昌
道
76

孫
曰
く
　爺
の
遺
影
は
　プ
リ
ク
ラ
で
　　	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
77

小
銭
出
し
　タ
イ
ム
イ
ズ
マ
ネ
ー
よ
　シ
ニ
ア
割	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
77

墓
参
り
　し
ば
ら
く
亡は

は母
と
　語
り
合
う	

長
命
ヶ
丘	

二
階
堂
喜
久
子
77

チ
ラ
シ
見
て
　マ
マ
チ
ャ
リ
漕
い
で
　ゲ
ッ
ト
す
る	

泉
ヶ
丘	

小
林
　　功
78

シ
ニ
ア
に
は
　消
費
税
率
　０
で
ど
う
？	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
79

シ
ニ
ア
で
す
　言
わ
ん
で
わ
か
る
　相
手
の
目	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
79

親
戚
の
　優
し
さ
に
触
れ
　墓
参
り
　	

黒
　　松	

及
川
光
子
79

も
う
八
十
　こ
の
頃
何
度
　口
に
し
た
　	

黒
　　松	

及
川
光
子
79

生
き
甲
斐
は
　定
価
で
買
わ
ず
　今
を
生
き
　　	

松
　　陵	

髙
橋
勝
見
79

通
販
の
　便
利
さ
裏
に
　詐
欺
潜
み
　　　　初
投
句	

将
　　監	

三
枝
正
彦
79

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
　私
の
財
布
　の
ぞ
い
て
る	

将
　　監	

庄
子
と
み
子
80

婆
留
守
に
　爺
は
テ
レ
ビ
で
　衝
動
買	

将
　　監	

庄
子
と
み
子
80

30
分
　殺
し
文
句
に
　ス
マ
ホ
押
し
　　	

将
　　監	

庄
子
春
吉
80

や
さ
し
げ
に
　シ
ニ
ア
狙
い
の
　通
販
は
　　	

歩
坂
町	

今
野
美
智
子
80

通
販
と
　コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
負
け
　初
ト
ラ
イ
　　	

北
中
山	

小
野
邦
子
80

封
切
ら
ず
　捨
て
る
カ
タ
ロ
グ
　ゴ
ミ
の
山
　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
　　弘
81

年
金
で
　ズ
ン
と
来
る
の
は
　シ
ニ
ア
割
　	

友
愛
町	

田
村
蒸
治
82

コ
ロ
ナ
減
り
　カ
ラ
オ
ケ
楽
し
　デ
イ
仲
間	

加
　　茂	

佐
藤
ツ
ネ
子
82

戒
名
も
　お
布
施
も
欲
し
い
な
　シ
ニ
ア
割
　	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
83

後
悔
も
　一
緒
に
買
っ
た
　特
売
品	

将
　　監	

佐
藤
紀
子
83

メ
モ
忘
れ
　余
計
な
も
の
ば
か
り
　買
っ
て
く
る
　	

将
　　監	

植
野
榮
子
84

銀
髪
を
　朱
色
に
染
め
て
　背
を
の
ば
す
　	

黒
　　松	

津
島
洋
子
84

投
資
し
た
　孫
の
手
土
産
　大
吟
醸	

南
光
台	

山
口
俊
彦
85

通
販
で
　馴
染
み
に
な
っ
た
　ド
ラ
イ
バ
ー	

将
　　監	

大
場
　　敬
85

待
っ
て
ま
し
た
！
　友
と
出
か
け
る
　ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
86

も
う
や
め
た
　ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
　期
限
切
れ
　	

友
愛
町	

鈴
木
洋
子
86

年
と
っ
て
　損
得
な
し
の
　お
付
き
合
い
　	

友
愛
町	

鈴
木
洋
子
86

マ
ス
ク
な
し
　売
り
手
買
い
手
も
　え
び
す
顔
　	

南
光
台	

菅
井
栄
子
86

割
引
の
　時
間
忘
れ
て
　ね
ば
る
の
み
　　　	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
87

ば
ら
ま
い
て
　損
し
て
得
取
れ
　婆
流
に	

虹
の
丘	

塚
本
洋
子
90

年
老
い
て
　曾
孫
の
ス
マ
ホ
　癒
さ
れ
る
　	

石
巻
市	

田
中
ま
さ
子
93

難
聴
で
　只
ニ
コ
ニ
コ
と
　輪
の
中
に
　	

泉
中
央	

斉
藤
恵
美
子
96

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　日
帰
り
旅
行
　バ
バ
行
く
よ	

南
光
台	

成
田
淑
子
　　

　
宮
城
県（
仙
台
市
を
除
く
）　　　
川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
修
正
す
る

世
話
に
飽
き
　空
見
上
げ
て
は
　ボ
ー
と
す
る	

多
賀
城
市	

伊
藤
由
美
子
63

あ
た
た
か
や
　ひ
と
ぷ
ろ
浴
び
て
　デ
イ
サ
ー
ビ
ス	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

松
川
　　太
63

母
の
味
　お
任
せ
し
ま
す
　通
販
に
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
藤
清
一
65

国
の
た
め
　な
ら
ば
吸
っ
て
も
　良
い
タ
バ
コ	

塩
釜
市	

髙
橋
永
喜
68

通
販
の
　女
王
と
呼
ば
れ
　ほ
く
そ
笑
む	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
69

通
販
の
　番
組
み
て
た
ら
　夜
が
明
け
た	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
69

シ
ニ
ア
割
　サ
バ
読
み
止
め
る
　潮
時
と	

大
崎
市	

堀
越
由
紀
子
69

お
出
掛
け
着
　ス
ー
パ
ー
以
外
　出
番
な
し	

大
崎
市	

堀
越
由
紀
子
69

解
体
で
　更
地
の
庭
に
　花
々
を
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

千
葉
幸
規
71

要
り
ま
せ
ん
　三
途
の
川
の
　シ
ニ
ア
割	

白
石
市	

星
　　　　明
74

明
日
見
え
ぬ
　今
年
は
国
産
　土
曜
丑	
大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
75

真
夏
日
に
　電
気
値
上
が
り
　熱
中
症	
富
谷
市	

加
藤
俊
雄
76

赤
札
に
　す
ぐ
手
を
出
し
て
　バ
カ
を
み
る
　　	

富
谷
市	

鈴
木
宏
子
76

精
算
後
　後
出
し
ね
ば
る
　ク
ー
ポ
ン
券	

富
谷
市	

菅
原
育
子
76

天
気
良
く
　あ
や
め
田
半
分
　車
椅
子	

多
賀
城
市	
菅
野
孝
司
76

肩
腰
膝
　今
日
の
サ
プ
リ
は
　ど
こ
に
効
く
？	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
78

安
売
り
だ
　ち
ょ
っ
と
遠
い
が
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ	

大
河
原
町	

鈴
木
昌
子
78

ボ
ウ
リ
ン
グ
　こ
こ
に
も
シ
ニ
ア
　利
用
割	

多
賀
城
市	

佐
々
木
眞
智
子
79

レ
ジ
前
で
　小
物
買
い
足
し
　粗
品
ゲ
ッ
ト	

七
ヶ
浜
町	

佐
々
木
稔
80

け
が
心
配
　ひ
と
り
買
物
　禁
止
令
　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
藤
京
子
80

ひ
ま
わ
り
デ
イ
　カ
ラ
オ
ケ
大
会
　み
な
笑
顔
　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

三
浦
敏
郎
82

宅
配
車
　い
つ
も
我
が
家
は
　素
通
り
す	

村
田
町	

小
関
　　恭
83

通
販
で
　お
米
十
キ
ロ
　ま
だ
玄
関
　　	

名
取
市	

坂
部
宏
子
83

麦
の
秋
　戦
争
知
ら
な
い
　子
等
で
あ
れ	

山
元
町	

山
田
庸
備
84

高
齢
者
　値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
で
　ア
ッ
プ
ア
ッ
プ	

富
谷
市	

髙
橋
義
雄
85

空
気
に
も
　カ
ロ
リ
ー
あ
る
と
　思
う
日
々
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

梅
田
真
繁
86

食
べ
切
れ
ず
　割
引
分
は
　そ
の
ま
ま
に	

富
谷
市	

田
中
行
雄
88

買
い
取
っ
た
　嬉
し
さ
に
孫
　置
き
忘
れ	

富
谷
市	

門
馬
　　旭
89

て
ん
や
も
の
　私
の
胃
袋
　騒
ぎ
出
す
　	

大
和
町	

佐
藤
直
子
90

肩
た
た
き
　お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
　お
ま
け
付
き
　	

大
和
町	

佐
藤
直
子
90

通
販
で
　う
っ
か
り
ミ
ス
の
　色
違
い
　　　	

多
賀
城
市	

船
山
あ
き
こ
96

▼
小
紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
老
人

ホ
ー
ム
の
職
員
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
て
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う
白

取
悦
子
さ
ん
。「（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
）水
戸
秀
雄

さ
ん
の
延
命
治
療
の
可
否
に
つ
い

て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」と

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
暑
い
で
す
ね
。
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
先
月
号
の『
ス
マ
ノ
さ
ん
特
集
』

で
す
が
、「
私
の
見
本
で
す
！
」な
ど
と
大
変

好
評
で
ご
感
想
や
川
柳
も
た
く
さ
ん
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　「
大
変
嬉
し
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
辛

い
時
、
良
き
先
輩
の
笑
顔
を
思
い
出
し
心
を

あ
た
た
め
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
元
気
で
絵
手

紙
や
川
柳
、
そ
し
て
他
の
趣
味
も
や
り
抜
い

て
下
さ
い
。
目
標
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」（
松

元
ゆ
り
子
さ
ん
）、「
ス
マ
ノ
様
、
可
愛
ら
し

い
こ
と
。
多
趣
味
で
身
体
と
脳
の
活
躍
が
素

晴
ら
し
い
。
毎
日
を
楽
し
ん
で
生
活
な
さ
っ

て
い
る
お
姿
、
お
手
本
に
し
た
い
」（
佐
藤

敏
子
さ
ん
）、「
大
変
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

永
久
保
存
版
と
し
て
皆
に
見
せ
た
い
と
思
い

ま
す
」（
鶴
亜
佐
雄
さ
ん
）、「
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

に
刺
激
さ
れ
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
生
き
方
を

さ
れ
て
い
て
見
本
で
す
」（
加
納
恵
子
さ
ん
）、

「
以
前
か
ら
な
ん
て
素
敵
な
方
だ
ろ
う
と
想
像

し
て
お
り
ま
し
た
。
７
月
号
を
見
た
時
、
恋

人
に
会
っ
た
よ
う
な
、
思
っ
た
と
お
り
の
方

で
し
た
。嬉
し
か
っ
た
で
す
」（
岡
本
頴
子
さ
ん
）

　
宮
城
県
以
外
　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　作
品
に
課
題
の
言
葉
を
入
れ
な
い
工
夫
を

値
引
き
札
　貼
る
店
員
を
　ス
ト
ー
カ
ー
　	

長
崎
県
諫
早
市	

本
田
哲
祥
63

お
嬢
さ
ん
っ
　若
さ
も
老
い
も
　振
り
返
る	

東
京
都	

古
宮
孝
一
63

キ
マ
る
俺
　仕
上
げ
の
コ
ロ
ン
は
　加
齢
臭	

東
京
都	

古
宮
孝
一
63

食
べ
き
れ
ず
　特
売
の
ナ
ス
　ご
臨
終
　　	

広
島
県
福
山
市	

南
田
順
子
66

若
作
り
　席
替
わ
ら
れ
て
　は
っ
と
す
る
　　	

大
阪
府
高
槻
市	

田
中
尚
美
67

経
済
を
　回
し
に
百
均
　行
っ
て
ま
す
　　	

茨
城
県
古
河
市	

櫻
井
康
雄
69

も
う
爺
よ
　年
サ
バ
読
ん
で
　モ
テ
た
い
の
？	

長
崎
市	

中
田
利
幸
70

孫
ヒ
ー
ロ
ー
　じ
い
じ
は
い
つ
も
　敵
役	

つ
く
ば
み
ら
い
市	

桜
井
て
い
子
71

病
な
ら
　恋
の
病
に
　か
か
り
た
い	

つ
く
ば
み
ら
い
市	

桜
井
て
い
子
71

ブ
レ
ー
キ
の
　踏
み
過
ぎ
人
生
　後
悔
す
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
旬
子
71

ね
こ
ち
ゃ
ん
よ
　少
し
お
く
れ
よ
　そ
の
元
気
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
旬
子
71

や
な
こ
と
を
　忘
れ
る
力
　老
い
が
く
れ	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
72

老
々
の
　ト
イ
レ
争
奪
　　朝
の
陣
　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
74

よ
き
昼
寝
　生
き
て
い
る
事
　忘
れ
さ
す
　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
74

「
何
食
べ
る
？
」　聞
く
だ
け
聞
い
て
　「
出
前
取
る
？
」	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
74

ギ
ッ
ク
リ
腰
　秘
密
の
番
号
　Ｒあ

る

け

な

い

Ｋ
９	

東
京
都	

篠
山
正
美
75

さ
ん
ざ
ん
な
　方
言
哀
し
　母
偲
ぶ	

東
京
都	

篠
山
正
美
75

金
が
な
い
　ウ
イ
ン
ド
ー
見
て
　気
を
晴
ら
す
　　	

東
京
都	

藤
田
　　孝
76

ジ
ジ
バ
バ
が
　ま
さ
か
の
爆
食
い
　弱
る
レ
ジ	

静
岡
県
焼
津
市	

島
田
順
子
79

リ
ハ
ビ
リ
ー
　右
も
左
も
　腰
曲
げ
て
　　	

小
樽
市	

斉
藤
勝
昭
80

お
神
輿
だ
　腰
ま
げ
背
中
で
　孫
は
し
ゃ
ぎ
　　	

小
樽
市	

斉
藤
勝
昭
80

ま
と
め
買
い
　二
人
暮
ら
し
を
　つ
い
忘
れ
　　　	

カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
牧
男
83

シ
ニ
ア
割
　気
持
ち
は
ジ
ュ
ニ
ア
　で
も
欲
し
い
　　	カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
や
す
子
83

妻
の
へ
そ
　曲
が
っ
て
見
え
て
　そ
れ
も
大	

大
阪
府
茨
木
市	

大
須
賀
博
90

近
代
化		

嫌
い
だ
け
れ
ど		

ス
マ
ホ
好
き	

大
阪
府
豊
中
市	

吉
田
千
秋
91

ス
マ
ノ
様
　生
き
方
上
手
　見
習
い
ま
す	

山
岡
京
子
89

ア
イ
ド
ル
は
　ブ
ラ
ボ
ー
マ
ダ
ム
の
　ス
マ
ノ
さ
ん
　	

佐
藤
ふ
さ
子
72

ス
マ
ノ
さ
ん
　紙
面
で
会
え
た
　想
い
人	

岡
本
頴
子
83

ブ
ラ
ボ
ー
な
　ス
マ
ノ
先
輩
　大
好
き
に	

平
野
洋
子
71

ス
マ
ノ
さ
ん
　楽
し
い
嬉
し
い
　見
習
お
う	

塚
本
洋
子
90

ス
マ
ノ
さ
ん
　生
き
る
勇
気
を
　あ
り
が
と
う	

柏
崎
英
子
83

稀
に
見
る
　パ
ー
フ
ェ
ク
ト
レ
デ
ィ
　ス
マ
ノ
さ
ん	

横
尾
千
枝
子
86



令和 5年 8月号[仙台圏で月末に発行]

成
年
後
見
制
度
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
保
護
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
い
ま
す
。
市
町
村
を

通
じ
る
な
ど
し
て
、
当
法
人

が
そ
う
し
た
方
々
を
支
援
す

る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
独
自
の『
頼
れ
る
家
族
』

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
任
意
後
見
契
約
を
ベ
ー
ス

に
、
24
時
間
・
３
６
５
日
体

制
で
の「
見
守
り
」、
さ
ら
に

「
死
後
事
務
」
を
プ
ラ
ス
し
た

も
の
で
す
。
認
知
症
や
病
気

で
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合

に
始
ま
る
業
務
、
そ
れ
か
ら

亡
く
な
っ
た
直
後
に
始
ま
る

Ｑ
　
10
年
間
で
の
実
績
や

感
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
？

　
こ
れ
ま
で
に
法
定
後
見
人

と
し
て
受
任
し
た
件
数
が

84
件
、
任
意
後
見
契
約
が

１
６
１
件
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
方
と
接
し
て
き
て
、

成
年
後
見
制
度
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
認

知
症
の
た
め
金
銭
搾
取
を
さ

れ
た
り
暴
力
を
受
け
た
り
、

介
護
放
棄
で
外
に
出
さ
れ
た

状
態
で
発
見
さ
れ
る
な
ど
、

業
務
が
あ
り
、
移
行
し
な
が

ら
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
お
手
紙
を
く
だ
さ
っ
た
太

白
区
の
Ｋ
さ
ん
も
、
契
約
者

の
お
一
人
で
す
。
昨
年
秋
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
ご

本
人
の
希
望
通
り
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
必
要
と
さ
れ

て
い
る
仕
事
だ
な
と
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｑ
　
法
人
と
し
て
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

　
契
約
者
の
方
が
施
設
や
自

宅
か
ら
救
急
搬
送
さ
れ
た
時

に
24
時
間
体
制
で
電
話
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

個
人
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
に
何
か
あ
っ
た
と

し
て
も
、
法
人
と
し
て
業
務

が
し
っ
か
り
継
続
さ
れ
ま
す
。
　

Ｑ
　
仙
台
市
の
契
約
者
が
、

多
い
そ
う
で
す
ね
。

　
任
意
後
見
契
約
に
限
り
ま

す
と
約
半
分
が
仙
台
圏
、
そ

の
次
に
多
い
の
が
石
巻
市
で

す
。
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て

お
り
、
６
月
だ
け
で
４
名
の

方
と
契
約
に
至
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
読
者
か

ら
も
、
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。「
８
年
前

の
記
事
を
見
て
」
と
い
う
方

か
ら
、
最
近
お
電
話
を
い
た

だ
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
何
か
一
言
。

　
成
年
後
見
制
度
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
人
が
、
た
く

さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ

ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
面
倒
な
手
続
き
や

財
産
の
管
理
な
ど
は
、
身
内

の
方
の
大
き
な
負
担
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
は
後
見
人
に
任
せ
て

い
た
だ
き
、
お
体
や
心
の
こ

と
と
い
っ
た
身
内
の
方
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
に
専
念
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
も

お
勧
め
し
た
い
で
す
。

　
契
約
者
の
方
と
は
、
長
い

お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
ま

す
が
、
私
た
ち
は
絶
対
に
見

放
さ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

そ
の
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

《
取
材
を
終
え
て
》

　
任
意
後
見
制
度
は
、
認
知

症
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
時
の
た
め
に
、

後
見
人
を
決
め
て
お
く
と
い

う
も
の
。
特
に
お
子
さ
ん
が

い
な
い
方
や
一
人
住
ま
い
の

方
、
兄
弟
や
親
戚
に
負
担
を

か
け
た
く
な
い
と
い
っ
た
方

に
と
っ
て
助
か
る
制
度
で
す
。

　
一
方
で
、
成
年
後
見
制
度

に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
よ
う

な
報
道
が
あ
る
の
も
事
実
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命

や
ら
れ
て
い
る
後
見
人
が
い

て
、
救
わ
れ
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
成
年

後
見
制
度
の
申
立
件
数
は
、

約
４
万
人（
２
０
２
１
年
）
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
認
知
症
患
者
数
に
対
す

る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者

数
の
割
合
は
、
わ
ず
か
４
％

弱
。
制
度
の
普
及
は
、
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
す
。

太白区の

Ｋさんからの

お手紙

契約者からお手紙を寄せられることがあり、活動の支

えになっているそうです。率直な思いが綴られている、

仙台市太白区のＫさんからのお手紙をご紹介します。

高
齢
者
の
心
配
ご
と
を

高
齢
者
の
心
配
ご
と
を

成
年
後
見
人
等
と
し
て

成
年
後
見
人
等
と
し
て

解
決
へ

解
決
へ

第１　事務（財産管理）委任契約
財産管理・身上監護・生活支援

《支援内容の例》

・定期見守り訪問、お電話等による安否確認

・施設への入所、病院への入院等契約、支払い手続き 
　（身元引受人としての手続）

・手術立会や入院時の同行等

・財産管理、保存

・福祉事業者との連携による身上監護

・介護保険の申請手続き

・納税、公共料金等支払い手続き

・役所、年金事務所等への手続き、年金等収入管理 

・その他、様々な生活支援

《事務（財産管理）委任契約中の費用》
● 定期見守り訪問、電話による安否確認 月額 3,300 円
※財産管理（施設や病院への支払い代行等）が必要な場合、プラス 22,000 円

● 生活支援　1 時間当たり 4,180 円
※ 1 回 2 時間以上（19:00 ～翌 8:00 迄は 5,500 円）

● 交通費　1 キロ当たり 55 円

第２　任意後見契約発効
全ての財産管理・身上監護

《支援内容の例》

事務（財産管理）委任契約に下記の内容が加わります。

・家庭裁判所へ監督人選任の申し立て

・月一回程度の訪問

・財産の処分（重要な財産処分には後見監督人の許可が必要）

・訴訟行為に関する事項の代理

《任意後見契約発効後の費用》
● 任意後見報酬 　月額 38,500 円～
※その時のご自身の状況により変動する場合があります。

第３　死後事務委任契約発効
死後に必要な事務執行

《支援内容の例》

・身元の引受　　・親族への連絡や身辺整理

・葬儀社の手配　・医療費や施設費等の精算

・公共料金支払や停止手続　・相続財産の引渡し

一
般
社
団
法
人

シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　　任意後見契約等「頼れる家族」の支援内容（一部抜粋）

一般社団法人　シニアパートナーズ　☎︎ 0224-86-4234
〒 989-1245　柴田郡大河原町字新南 28-10

 ※対応地域：宮城県・秋田県・福島県（相談は完全予約制）

　「
震
災
で
家
族
を
失
い
、
途
方
に
暮
れ
て
い
る
人
た
ち
の

力
に
な
り
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
設
立
さ
れ
た
シ
ニ
ア

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
、10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
成
年
後
見
制
度

の
普
及
に
取
り
組
み
、
そ
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20152015 年年　　子供に恵まれなかった私共夫婦の心配の種は、老後必ず訪れる子供に恵まれなかった私共夫婦の心配の種は、老後必ず訪れる
葬式・病気・認知症、そして孤独死やあれこれです。近くに兄弟や姪が葬式・病気・認知症、そして孤独死やあれこれです。近くに兄弟や姪が
おりましても、気軽にお願い出来ることとは違います。おりましても、気軽にお願い出来ることとは違います。
どうしたらよいのか術も無く、心に重くのしかかっておりました。どうしたらよいのか術も無く、心に重くのしかかっておりました。
　そんな時、シニアパートナーズさんの家族代わりの支援をする「頼れ　そんな時、シニアパートナーズさんの家族代わりの支援をする「頼れ
る家族」のことを知り、こんな素晴らしいものがあるのだろうかと身体る家族」のことを知り、こんな素晴らしいものがあるのだろうかと身体
が震えるほどでした。直ぐに資料請求をして、市民センターでの説明会が震えるほどでした。直ぐに資料請求をして、市民センターでの説明会
で皆様の人柄に触れ、「大丈夫、安心できるところだ」と納得し、全てをで皆様の人柄に触れ、「大丈夫、安心できるところだ」と納得し、全てを
託してお世話して頂こうと決心いたしました。もうこれからは何も心配託してお世話して頂こうと決心いたしました。もうこれからは何も心配
することは、なくなったのです。することは、なくなったのです。

20182018 年年　　いつも温かくお見守りくださいまして、ありがとうございます。いつも温かくお見守りくださいまして、ありがとうございます。
　あれほど心配し、悩み苦しんだ事々、「誰が葬儀をやってくださるのか」　あれほど心配し、悩み苦しんだ事々、「誰が葬儀をやってくださるのか」

「病気になった時、どなたに助けを求めたら…」「認知症になった時はどうし「病気になった時、どなたに助けを求めたら…」「認知症になった時はどうし
たら…」といった不安や心配事が一気に吹き飛んでしまったかのようです。たら…」といった不安や心配事が一気に吹き飛んでしまったかのようです。
　自宅訪問の見守りでは、口下手な私たちも訪問していただくに連れて、　自宅訪問の見守りでは、口下手な私たちも訪問していただくに連れて、
言わなくてもよい話までしてしまうようになりました。団体旅行の緊急言わなくてもよい話までしてしまうようになりました。団体旅行の緊急
連絡先になってもらったり、脳梗塞により救急搬送された時も入院時の連絡先になってもらったり、脳梗塞により救急搬送された時も入院時の
身元引受人になっていただき、遺言や尊厳死の手続きもお手伝いいただ身元引受人になっていただき、遺言や尊厳死の手続きもお手伝いいただ
きました。私たちは、もう二人きりではないんだ！シニアパートナーズきました。私たちは、もう二人きりではないんだ！シニアパートナーズ
さんがいつも後ろ盾になってくださると思うだけで、安心して生きるこさんがいつも後ろ盾になってくださると思うだけで、安心して生きるこ
とができます。本当に感謝です。とができます。本当に感謝です。
　ぜひ、大勢の皆様をお見守りくださいますようお願い申し上げます。　ぜひ、大勢の皆様をお見守りくださいますようお願い申し上げます。

20222022 年年　　いつも心の支えとなりお護り下さいましてありがとうございつも心の支えとなりお護り下さいましてありがとうござ
います。代表、 最後のお願いがございます。います。代表、 最後のお願いがございます。
　シニアパートナーズの職員皆さんに秘密にしておりましたが、 私は　シニアパートナーズの職員皆さんに秘密にしておりましたが、 私は
どうも末期ガンのようです。 最近、 強い痛みと戦っておりました。どうも末期ガンのようです。 最近、 強い痛みと戦っておりました。
8月18日MRI をとる事になっていて、 おそらくすぐ入院になると思 8月18日MRI をとる事になっていて、 おそらくすぐ入院になると思 
っていますが気になるのは八十八オになる高齢の主人の事です。主人っていますが気になるのは八十八オになる高齢の主人の事です。主人
は健康に自信があるのですが、 高齢の為あれこれ分からない事が多々は健康に自信があるのですが、 高齢の為あれこれ分からない事が多々
出て来て一人で家に残す事が心配でなリません。施設入居を勧めたの出て来て一人で家に残す事が心配でなリません。施設入居を勧めたの
ですが絶対いやだと申します。食事の件は一応、 宅配食を手配しておですが絶対いやだと申します。食事の件は一応、 宅配食を手配してお
リますが心配でなリません。 どうか代表が適当と思われる施設へのリますが心配でなリません。 どうか代表が適当と思われる施設への
入居（すぐでなくてもよいです）させて下さいます様お願い申し上げます。入居（すぐでなくてもよいです）させて下さいます様お願い申し上げます。
　私の葬儀の件ですが家族葬にして慎ましく、 それでもお花を一杯　私の葬儀の件ですが家族葬にして慎ましく、 それでもお花を一杯
飾って頂きたく存じます。香典返しは00のお茶と00のお菓子を使って飾って頂きたく存じます。香典返しは00のお茶と00のお菓子を使って
下さいませ。なおらいの食事は00の法要膳。それとお引出物と云う下さいませ。なおらいの食事は00の法要膳。それとお引出物と云う
のでしょうか。これもコーヒー店のでしょうか。これもコーヒー店（名前が出て来ませんがコー ヒーカップ（名前が出て来ませんがコー ヒーカップ
の美しい所）の美しい所）のコー ヒーと五千円の商品券をご用意して頂きたいのです。のコー ヒーと五千円の商品券をご用意して頂きたいのです。
　色々ご迷惑をおかけする事になりますが頼みは鈴木代表しかおりま　色々ご迷惑をおかけする事になりますが頼みは鈴木代表しかおりま
せんので何卒よろしくお願い申し上げます。せんので何卒よろしくお願い申し上げます。
　それからわずかばかりの預貯金を主人にまかせてよいものかと不安　それからわずかばかりの預貯金を主人にまかせてよいものかと不安
です　どうぞ御相談に乗ってくださいませ。　です　どうぞ御相談に乗ってくださいませ。　
　追伸 　お金がかさんでもかまいませんので安否確認を月一回では　追伸 　お金がかさんでもかまいませんので安否確認を月一回では
なく増やしていただけませんでしょうか。なく増やしていただけませんでしょうか。
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